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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
古
典
学
習

井

浪

真

吾

一

研
究
の
目
的

周
知
の
通
り
、
高
等
学
校
用
国
語
科
教
科
書
に
お
い
て
、
説
話
教
材
は
入
門
教

材
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
説
話
教
材
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
役
割

は
、
登
場
人
物
の
言
動
や
出
来
事
に
関
す
る
「
お
も
し
ろ
さ
」（
＝
“
可
笑
し
み
”
）

を
通
じ
て
、
学
習
者
に
「
古
文
の
世
界
に
親
し
」
ま
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う

。
*1

し
か
し
、
言
語
抵
抗
の
あ
る
文
章
を
わ
ざ
わ
ざ
読
み
、
辿
り
着
い
た
結
果
が
右

記
の
よ
う
な
“
可
笑
し
み
”
で
学
習
者
が
満
足
す
る
わ
け
が
な
い
。
こ
れ
が
二
度

も
三
度
も
続
き
、
機
械
的
な
品
詞
分
解
の
授
業
に
終
始
す
れ
ば
、
「
古
典
は
つ
ま

ら
な
い
」
、
「
古
典
に
勉
強
す
る
意
義
を
見
出
せ
な
い
」
と
の
意
見
が
生
ま
れ
て

し
ま
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
竹
村
信
治
氏
は
十
年
以
上
も
前
の
学
習
者
を
取
り
巻

く
古
典
学
習
の
状
況
に
つ
い
て
、
「
教
材
選
択
の
不
適
合
、
学
習
指
導
内
容
の
表

層
性
。
こ
れ
を
ま
と
め
れ
ば
、
教
材
、
学
習
指
導
と
も
に
、
生
徒
の
か
か
え
も
つ

現
実
感
覚
や
知
的
欲
求
に
と
ど
い
て
い
な
い
古
典
の
教
室
」

と
指
摘
し
て
い
る

*2

が
、
現
在
の
「
古
典
の
教
室
」
も
こ
れ
と
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
新
た
な
古
典
学
習
の
可
能
性
を
探
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

こ
の
問
い
を
め
ぐ
っ
て
、
近
年
、
文
学
研
究
者
が
文
学
教
育
と
の
架
橋
を
試
み
て

い
る
。
例
え
ば
『
文
学
』
第
十
五
巻
五
号
（
二
〇
一
四
年
九
月
）
で
は
、
「
文
学
を

教
え
る
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
し
、
『
国
語
と
国
文
学
』

第
九
十
二
巻
十
一
号
（
二
〇
一
五
年
十
一
月
）
で
も
「
教
育
と
研
究
」
と
い
う
特
集

が
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
「
中
等
学
校
（
中
学
校
・
高
等
学
校
）
に

お
け
る
国
語
教
育
と
、
国
語
学
・
国
文
学
の
研
究
と
は
、
本
来
不
即
不
離
の
関
係

に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
両
者
は
不
幸
に
し
て
乖
離
し
が
ち
で

あ
る
」

と
い
っ
た
、
文
学
研
究
と
文
学
教
育
と
の
「
相
互
疎
外
状
況
」

に
対
す

*3

*4

る
文
学
研
究
者
の
危
機
意
識
で
あ
ろ
う
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
高
等
学
校
で
の
古
文
入
門
期
の
教
材
と

し
て
採
録
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
以
下
、
『
宇
治
拾
遺
』
）
研
究

の
研
究
論
文
の
読
解
を
通
じ
て
、
教
材
研
究
の
方
法
を
探
り
、
新
た
な
古
典
学
習

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

二

高
等
学
校
用
国
語
教
科
書
の
中
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

高
等
学
校
用
国
語
科
教
科
書
の
中
で
説
話
教
材
が
主
に
収
録
さ
れ
る
の
は
、「
国

語
総
合
」
、
「
古
典
Ａ
」
、
「
古
典
Ｂ
」
の
教
科
書
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
の
科

目
の
教
科
書
に
収
録
さ
れ
る
説
話
教
材
が
収
め
ら
れ
て
い
る
説
話
集
テ
キ
ス
ト

*5

を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
、『
古
本
説
話
集
』
、『
唐
物
語
』
、『
今
物
語
』
、『
古
事
談
』
、

『
発
心
集
』
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
、
『
古
今
著
聞
集
』
、
『
十
訓
抄
』
、
『
沙
石

集
』
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仏
教
説
話
集
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』
や
『
撰
集
抄
』
、
言
談
の
記
録
で
あ
る
『
江

談
抄
』
や
『
富
家
語
』
な
ど
は
内
容
や
文
体
な
ど
の
制
約
か
ら
か
、
教
科
書
に
採

録
さ
れ
な
い

。
ま
た
、
右
に
挙
げ
た
説
話
集
テ
キ
ス
ト
の
中
で
も
説
話
教
材
と

*6

し
て
採
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
『
宇
治
拾
遺
』
や
『
十
訓
抄
』
、
『
古
今
著

聞
集
』
、
『
沙
石
集
』
な
ど
の
鎌
倉
時
代
（"

説
話
の
黄
金
期"

）
に
成
立
し
た
テ
キ

*7

ス
ト
で
あ
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
採
録
さ
れ
た
説
話
教
材
、
特
に

「
国
語
総
合
」
教
科
書
中
の
そ
れ
を
眺
め
て
み
る
と
、
「
盗
人
の
正
体
」
（
『
古
今

著
聞
集
』
）
、
「
孝
孫
」（
『
沙
石
集
』
）
な
ど
、
初
期
の
説
話
研
究
に
お
い
て
喧
伝
さ
れ

た
「
地
方
的
・
庶
民
的
な
、
い
わ
ば
雑
多
平
俗
な
人
間
が
活
躍
す
る
有
様
を
、
事

件
的
・
行
動
的
に
と
ら
え
て
い
き
い
き
と
描
出
」
す
る
、
所
謂
「
中
世
説
話
集
の

文
学
性
」

が
認
め
ら
れ
る
説
話
が
教
材
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

*8

る
。ま

た
、
こ
れ
は
教
科
書
の
中
の
『
宇
治
拾
遺
』
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
例
え
ば
、

『
宇
治
拾
遺
』
の
解
説
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

説
話
集
。
編
者
は
未
詳
。
十
三
世
紀
初
め
ご
ろ
に
成
立
。
百
九
十
七
話
か
ら

成
る
。
仏
教
説
話
、
法
師
・
成
人
の
逸
話
、
民
話
的
説
話
な
ど
を
含
み
、
人

間
的
興
味
を
中
心
と
し
た
庶
民
性
・
平
俗
性
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

*9

（
傍
線
、
稿
者
。
以
下
同
）

説
話
集
。
編
者
未
詳
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
。
百
九
十
七
話
か
ら
な
る
。

仏
の
功
徳
や
高
僧
の
逸
話
な
ど
の
仏
教
説
話
の
ほ
か
、
昔
話
や
笑
話
な
ど
も

収
め
ら
れ
て
お
り
、
平
安
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
の
人
々
の
生
活
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
*10

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
『
宇
治
拾
遺
』
は
、
「
人
間
的
興
味
」
か
ら
、
「
平
安
か
ら
鎌

倉
に
か
け
て
の
人
々
の
生
活
」
が
反
映
さ
れ
た
説
話
を
多
く
収
録
し
、
そ
の
結
果
、

「
庶
民
性
・
平
俗
性
」
を
帯
び
た
説
話
集
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
、
正
に
西
尾

光
一
氏
の
言
う
「
中
世
説
話
集
の
文
学
性
」
と
符
合
す
る
。

で
は
、
具
体
的
に
『
宇
治
拾
遺
』
を
出
典
と
す
る
教
材
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

採
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
国
語
総
合
」
、
「
古
典
Ａ
」
、
「
古
典
Ｂ
」
の
教

科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
教
材
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る

。
*11

「
国
語
総
合
」
教
科
書

・
「
児
の
そ
ら
寝
」
（
第

段
）

12

・
「
尼
、
地
蔵
を
見
奉
る
こ
と
」
（
第

段
）

16

・
「
絵
仏
師
良
秀
」
（
第

段
）

38

・
「
検
非
違
使
忠
明
」
（
第

段
）

95

「
古
典
Ａ
」
教
科
書

・
「
百
鬼
夜
行
」
（
第

段
）

17

・
「
袴
垂
と
保
昌
」
（
第

段
）

28

・
「
絵
仏
師
の
執
心
」
（
第

段
）

38

・
「
き
こ
り
の
歌
」
（
第

段
）

40

・
「
小
野
篁
広
才
の
こ
と
」
（
第

段
）

49

・
「
観
音
に
な
っ
た
男
」
（
第

段
）

89

・
「
検
非
違
使
忠
明
」
（
第

段
）

95

・
「
歌
詠
み
の
徳
」
（
第

段
）

111

・
「
応
天
門
炎
上
」
（
第

段
）

114

・
「
猿
沢
の
池
の
竜
の
こ
と
」
（
第

段
）

130

・
「
夢
を
買
う
」
（
第

段
）

165

・
「
呪
い
を
知
ら
せ
た
犬
」
（
第

段
）

184

・
「
後
の
千
金
」
（
第

段
）

196

「
古
典
Ｂ
」
教
科
書

・
「
秦
兼
久
悪
口
の
こ
と
」
（
第

段
）

10

・
「
袴
垂
、
保
昌
に
会
ふ
こ
と
」
（
第

段
）

28

・
「
唐
に
卒
塔
婆
血
つ
く
こ
と
」
（
第

段
）

30

・
「
虎
の
鰐
取
り
た
る
こ
と
」
（
第

段
）

39

・
「
小
野
篁
広
才
の
こ
と
」
（
第

段
）

49

・
「
清
水
寺
二
千
度
参
り
」
（
第

段
）

86

・
「
検
非
違
使
忠
明
」
（
第

段
）

95

・
「
猟
師
、
仏
を
射
る
こ
と
」
（
第

段
）

104

・
「
歌
詠
み
て
罪
ゆ
る
さ
る
る
こ
と
」
（
第

段
）

111

・
「
伴
大
納
言
応
天
門
を
焼
く
」
（
第

段
）

114

・
「
亀
を
買
ひ
て
放
つ
こ
と
」
（
第

段
）

164

・
「
夢
を
取
る
こ
と
」
（
第

段
）

165

右
記
の
通
り
、
『
宇
治
拾
遺
』
か
ら
二
十
二
の
章
段
が
説
話
教
材
と
し
て
採
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
採
録
状
況
を
見
る
と
、
「
堂
内
か
ら
縁
の
下
に
ひ
ょ
い
と
移
し

た
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
が
実
際
に
は
摂
津
国
か
ら
九
州
肥
前
国
ま
で
移
っ
て
い
た

と
い
う
、
鬼
の
超
自
然
的
な
霊
力
を
語
る
着
想
は
奇
抜
で
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
お

も
し
ろ
い
」（
第

段
）

と
い
っ
た
物
語
内
容
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
る
章
段
、「
夢

17

*12

占
い
、
夢
を
取
る
こ
と
、
夢
の
売
買
―
夢
に
ま
つ
わ
る
俗
信
の
根
強
く
生
活
化
す

る
こ
と
を
示
す
説
話
」（
第

段
）

と
当
時
の
俗
信
や
生
活
を
伝
え
る
章
段
、
「
老

165

*13

尼
」（
第

段
）
、
「
木
こ
り
」（
第

段
）
、
「
猟
師
」（
第

段
）
と
い
っ
た
「
庶
民
」

16

40

104

が
登
場
す
る
章
段
が
中
心
に
採
録
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
こ
れ
ら
の
各
章
段
を
教
材
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
学
習

の
て
び
き
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
幾
つ
か
を
以
下
に
挙
げ
て
み
る

。
*14

①
登
場
人
物
の
心
中
と
そ
の
整
理

【
例
】

・
袴
垂
の
保
昌
に
対
す
る
心
情
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
。
話
の
展

開
を
追
っ
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
教
育
出
版[

古
典
Ｂ
古
文
編]
）

28

・
「
帝
ほ
ほ
笑
ま
せ
給
ひ
て
、
事
な
く
て
や
み
に
け
り
」
か
ら
読
み
取
れ
る
嵯
峨

天
皇
の
心
情
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
三
省
堂[

精
選
古
典
Ｂ]

）

49

・
「
何
の
登
ら
ん
ぞ
」
と
は
、
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
か
、

説
明
し
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
右
文
書
院[

徒
然
草
・
説
話
・
枕
草
子]

）

130

②
登
場
人
物
の
行
動
の
整
理

【
例
】

・
「
僧
た
ち
わ
ら
ふ
こ
と
か
ぎ
り
な
し
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

（
第

段
、
東
京
書
籍[

精
選
国
語
総
合]

）

12

・
通
俊
が
「
さ
り
け
り
、
さ
り
け
り
。
も
の
な
言
ひ
そ
。
」
と
言
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
桐
原
書
店[

探
究
古
典
Ｂ
古
文
編]

）

10

・
尼
が
、
極
楽
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
明
治
書
院[

新
高
等
学
校
国
語
総
合
）

16

③
登
場
人
物
の
人
物
像

【
例
】

・
絵
を
描
く
こ
と
に
対
す
る
、
良
秀
の
ど
の
よ
う
な
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
か
。

（
第

段
、
三
省
堂[

精
選
国
語
総
合]

）

38

・
猟
師
と
聖
は
、
ど
の
よ
う
な
人
間
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
か
。
両
者
を
比
べ
な
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・
「
呪
い
を
知
ら
せ
た
犬
」
（
第

段
）

184

・
「
後
の
千
金
」
（
第

段
）

196

「
古
典
Ｂ
」
教
科
書

・
「
秦
兼
久
悪
口
の
こ
と
」
（
第

段
）

10

・
「
袴
垂
、
保
昌
に
会
ふ
こ
と
」
（
第

段
）

28

・
「
唐
に
卒
塔
婆
血
つ
く
こ
と
」
（
第

段
）

30

・
「
虎
の
鰐
取
り
た
る
こ
と
」
（
第

段
）

39

・
「
小
野
篁
広
才
の
こ
と
」
（
第

段
）

49

・
「
清
水
寺
二
千
度
参
り
」
（
第

段
）

86

・
「
検
非
違
使
忠
明
」
（
第

段
）

95

・
「
猟
師
、
仏
を
射
る
こ
と
」
（
第

段
）

104

・
「
歌
詠
み
て
罪
ゆ
る
さ
る
る
こ
と
」
（
第

段
）

111

・
「
伴
大
納
言
応
天
門
を
焼
く
」
（
第

段
）

114

・
「
亀
を
買
ひ
て
放
つ
こ
と
」
（
第

段
）

164

・
「
夢
を
取
る
こ
と
」
（
第

段
）

165

右
記
の
通
り
、
『
宇
治
拾
遺
』
か
ら
二
十
二
の
章
段
が
説
話
教
材
と
し
て
採
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
採
録
状
況
を
見
る
と
、
「
堂
内
か
ら
縁
の
下
に
ひ
ょ
い
と
移
し

た
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
が
実
際
に
は
摂
津
国
か
ら
九
州
肥
前
国
ま
で
移
っ
て
い
た

と
い
う
、
鬼
の
超
自
然
的
な
霊
力
を
語
る
着
想
は
奇
抜
で
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
お

も
し
ろ
い
」（
第

段
）

と
い
っ
た
物
語
内
容
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
る
章
段
、「
夢

17

*12

占
い
、
夢
を
取
る
こ
と
、
夢
の
売
買
―
夢
に
ま
つ
わ
る
俗
信
の
根
強
く
生
活
化
す

る
こ
と
を
示
す
説
話
」（
第

段
）

と
当
時
の
俗
信
や
生
活
を
伝
え
る
章
段
、
「
老

165

*13

尼
」（
第

段
）
、
「
木
こ
り
」（
第

段
）
、
「
猟
師
」（
第

段
）
と
い
っ
た
「
庶
民
」

16

40

104

が
登
場
す
る
章
段
が
中
心
に
採
録
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

更
に
、
こ
れ
ら
の
各
章
段
を
教
材
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
学
習

の
て
び
き
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
幾
つ
か
を
以
下
に
挙
げ
て
み
る

。
*14

①
登
場
人
物
の
心
中
と
そ
の
整
理

【
例
】

・
袴
垂
の
保
昌
に
対
す
る
心
情
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
。
話
の
展

開
を
追
っ
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
教
育
出
版[

古
典
Ｂ
古
文
編]

）

28

・
「
帝
ほ
ほ
笑
ま
せ
給
ひ
て
、
事
な
く
て
や
み
に
け
り
」
か
ら
読
み
取
れ
る
嵯
峨

天
皇
の
心
情
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
三
省
堂[

精
選
古
典
Ｂ]

）

49

・
「
何
の
登
ら
ん
ぞ
」
と
は
、
誰
の
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
か
、

説
明
し
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
右
文
書
院[

徒
然
草
・
説
話
・
枕
草
子]

）

130

②
登
場
人
物
の
行
動
の
整
理

【
例
】

・
「
僧
た
ち
わ
ら
ふ
こ
と
か
ぎ
り
な
し
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

（
第

段
、
東
京
書
籍[

精
選
国
語
総
合]

）

12

・
通
俊
が
「
さ
り
け
り
、
さ
り
け
り
。
も
の
な
言
ひ
そ
。
」
と
言
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
桐
原
書
店[

探
究
古
典
Ｂ
古
文
編]

）

10

・
尼
が
、
極
楽
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
明
治
書
院[

新
高
等
学
校
国
語
総
合
）

16

③
登
場
人
物
の
人
物
像

【
例
】

・
絵
を
描
く
こ
と
に
対
す
る
、
良
秀
の
ど
の
よ
う
な
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
か
。

（
第

段
、
三
省
堂[

精
選
国
語
総
合]

）

38

・
猟
師
と
聖
は
、
ど
の
よ
う
な
人
間
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
か
。
両
者
を
比
べ
な
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が
ら
考
え
な
さ
い
。

（
第

段
、
筑
摩
書
房[

古
典
Ｂ
古
文
編]

）

104

④
話
の
興
趣

【
例
】

・
こ
の
話
の
お
も
し
ろ
さ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
か
、
話
し
合
お
う
。

（
第

段
、
三
省
堂[

古
典
Ａ]

）

89

・
当
時
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
興
味
を
持
っ
て
こ
の
話
を
語
り
伝
え
た
の

だ
ろ
う
か
。
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
数
研
出
版[

改
訂
版
高
等
学
校
国
語
総
合]

）

95

・
こ
の
話
で
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
興
味
深
く
読
む
こ
と
が
で
き
た
か
、
話
し
合

お
う
。

（
第

段
、
三
省
堂[

古
典
Ａ]

）

184

⑤
語
り
手
と
語
り
手
の
登
場
人
物
に
対
す
る
評
価

【
例
】

・
こ
の
話
の
語
り
手
は
、
良
秀
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
、
考
え
な
さ
い
。

（
第

段
、
筑
摩
書
房[
国
語
総
合
改
訂
版]

）

38

・
「
…
と
ぞ
、
京
に
来
て
語
り
け
る
と
ぞ
」
と
あ
る
が
、
誰
が
語
っ
た
と
い
う
の

か
、
明
ら
か
に
し
よ
う
。

（
第

段
、
三
省
堂[
古
典
Ａ]

）

17

・
こ
の
話
の
筆
者
は
、
伴
大
納
言
に
対
し
て
ど
う
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
話
し

合
お
う
。

（
第

段
、
三
省
堂[

古
典
Ａ]
）

114

⑥
内
容
に
関
す
る
他
の
テ
キ
ス
ト
の
参
照

【
例
】

・
大
地
が
陥
没
し
て
海
に
な
る
と
い
う
伝
説
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
大
修
館
書
店[

古
典
Ｂ
古
文
編]

）

30

・
「
応
天
門
の
変
」
や
そ
の
周
辺
の
で
き
ご
と
に
つ
い
て
調
べ
、
発
表
し
合
お
う
。

（
第

段
、
三
省
堂[

古
典
Ａ]

）

114

・
備
中
守
の
子
に
つ
い
て
、
「
夢
を
取
ら
れ
ざ
ら
ま
し
か
ば
、
大
臣
ま
で
も
な
り

な
ま
し
」
と
述
べ
て
あ
る
記
事
を
参
考
に
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
夢
は
ど
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
右
文
書
院[

徒
然
草
・
説
話
・
枕
草
子]

）

165

⑦
表
現
上
の
工
夫

【
例
】

・
こ
の
話
に
臨
場
感
を
与
え
る
た
め
に
、
表
現
上
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

（
第

段
、
桐
原
書
店[

古
典
Ｂ]

）

39

・
「
こ
の
銭
い
ま
だ
濡
れ
な
が
ら
あ
り
」
と
い
う
表
現
の
効
果
を
考
え
て
み
よ
う

（
第

段
、
第
一
学
習
社[

標
準
古
典
Ｂ]

）

164

登
場
人
物
を
め
ぐ
る
心
情
や
行
動
の
整
理
、
出
来
事
の
整
理
、
内
容
・
登
場
人
物

・
表
現
に
対
す
る
語
り
手
や
学
習
者
自
身
の
評
価
、
内
容
に
関
す
る
他
の
伝
承
や

史
実
に
関
す
る
調
べ
学
習
な
ど
、
様
々
な
学
習
活
動
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
中
の
①
～
③
、
⑥
な
ど
は
各
章
段
の
説
話
内
容
の
確
認
と
そ
れ
に
関
す
る
背

景
知
識
の
確
認
で
あ
り
、
説
話
内
容
の
読
み
取
り
が
主
な
目
的
で
あ
ろ
う
。
と
す

れ
ば
、
学
習
者
が
『
宇
治
拾
遺
』
の
説
話
を
読
み
、
話
の
可
笑
し
み
に
興
じ
な
が

ら
、
『
宇
治
拾
遺
』
成
立
期
の
人
々
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
学
習
の
目
的
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
④
、
⑤
、
⑦
の
よ
う
に
物
語
内
容
や
登
場
人
物
、
表
現
に
対
す

る
語
り
手
や
学
習
者
自
身
の
評
価
を
考
え
た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
活
動
も
仕
組

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
語
り
手
の
登
場
人
物
に
対
す
る
評
価
を
考
え
る
活
動
は
、

例
え
ば
、「
其
後
に
や
、
良
秀
が
よ
ぢ
り
不
動
と
て
、
今
に
人
々
め
で
あ
へ
り
」（
第

段
）
、
「
い
か
に
く
や
し
か
り
け
む
」
（
第

段
）
な
ど
の
話
末
評
の
読
み
取
り
を

38

114

企
ん
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
話
の
興
趣
を
学
習
者
が
評
価
す
る
活
動

に
お
い
て
も
、
確
認
・
整
理
と
い
う
学
習
活
動
か
ら
話
の
興
趣
を
評
価
す
る
学
習

活
動
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
他
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し

つ
つ
、
登
場
人
物
の
行
動
の
奇
抜
さ
や
話
の
可
笑
し
み
を
読
み
取
る
こ
と
を
企
ん

だ
も
の
と
も
見
え
る
。

以
上
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
各
章
段
は
、
学
習
者
が
話
の
可
笑
し
み
に
興
じ
な
が

ら
、
『
宇
治
拾
遺
』
成
立
期
の
人
々
の
生
活
に
ふ
れ
、
「
古
文
入
門
」
、
「
古
文
に

親
し
む
」
こ
と
を
果
た
す
と
い
う
目
的
の
も
と
に
教
材
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
た
。
し
か
し
、
「
一

研
究
の
目
的
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
学
習
目
的
で
は
、
古
典
の
学
習
は
知
的
欲
求
を
満
た
さ
な
い
つ
ま
ら
な
い
も

の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
加
え
て
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
解
説
が
西
尾
氏
の
「
説
話
文

学
」
観
と
符
合
し
た
通
り
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
対
す
る
テ
キ
ス
ト
観
は
更
新
さ
れ

て
い
な
い
ま
ま
で
あ
る

。
*15

如
上
の
問
題
点
の
解
決
法
を
探
る
た
め
、
以
下
で
は
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
関
す

る
先
行
研
究
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
た
い
。

三

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
性

戦
後
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
関
す
る
論
考
と
し
て
目
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
西
尾
浩

一
氏
、
益
田
勝
実
氏
、
三
木
紀
人
氏
ら
の
一
連
の
論
考

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も

*16

特
に
益
田
氏
が
「
中
世
的
諷
刺
家
の
お
も
か
げ
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
作
者
―
」

（
『
文
学
』
第
三
十
四
巻
十
二
号
、
一
九
六
六
年
十
二
月
）
の
中
で
提
出
し
た
「
連
想
の

糸
」
、
「<

巡
り
物
語>

」
、
「
主
体
の
批
評
の
眼
の
複
眼
化
」
は
そ
の
後
の
『
宇
治

拾
遺
』
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
を
継
承
し
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら

一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
に
つ
い
て
新
た
な
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
の
手
法
に
つ
い
て
竹
村
氏
が
次
の
よ

う
に
概
説
し
て
い
る
。

作
品
を
「
一
個
の
自
律
的
な
表
現
体
」
「
所
与
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
と
し

て
読
み
解
く
こ
と
を
「
一
先
ず
」
の
方
法
と
す
る
と
の
、
い
く
ぶ
ん
戦
略
的

な
物
言
い
は
、
か
よ
う
な
宇
治
拾
遺
ひ
い
て
は
説
話
集
研
究
の
方
法
論
的
な

閉
塞
状
況
に
つ
い
て
の
判
断
を
前
提
と
し
、
直
接
的
に
は
、
昭
和
五
十
年
代

の
小
峯
和
明
・
森
正
人
両
氏
に
よ
る
今
昔
物
語
集
研
究
の
方
法
論
の
開
拓
と

そ
の
成
果
に
学
ん
だ
も
の
と
観
察
さ
れ
る
。
*17

そ
れ
ま
で
の
説
話
研
究
で
は
、
説
話
の
伝
承
過
程
や
同
話
や
類
話
と
の
比
較
に

よ
る
差
異
の
発
見
、
「
王
朝
文
学
」
や
「
仏
教
文
学
」
に
見
ら
れ
な
い
民
俗
性
や

庶
民
性
の
発
見
な
ど
が
主
に
行
わ
れ
て
い
た

。
し
か
し
、
小
峯
和
明
氏
の
『
今

*18

昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
五
年
）
、
森
正
人
氏
の
『
今
昔
物

語
集
の
生
成
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
八
六
年
）
を
嚆
矢
と
し
、
説
話
集
を
「
一
個
の

自
律
的
な
表
現
体
」
、
「
所
与
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
と
し
て
読
み
解
く
説
話
集

、

、
、
、
、
、
、
、

研
究
が
『
宇
治
拾
遺
』
研
究
に
も
到
来
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
峯
氏
や
森
氏

の
『
今
昔
物
語
集
』
研
究
で
見
出
さ
れ
た
、
テ
キ
ス
ト
を
静
的
に
捉
え
る
の
で
は

、

な
く
、
動
的
に
捉
え
る
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
捉
え
方

が
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表

、

*19

現
性
を
め
ぐ
る
研
究
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
竹
村
氏
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
『
宇
治
拾
遺
』
を
読
み
解
い
て
い
る
代
表
的
な

論
者
と
し
て
、
竹
村
氏
は
荒
木
浩
氏
、
小
峯
和
明
氏
、
佐
藤
晃
氏
、
森
正
人
氏
の

四
者
を
挙
げ
、
彼
ら
の
手
法
に
つ
い
て
言
及
し
、
自
身
も
『
宇
治
拾
遺
』
の
幾
つ

か
の
章
段
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
を
探
究
す
る
。
本
稿

も
こ
れ
に
倣
い
、
荒
木
氏
、
小
峯
氏
、
佐
藤
氏
、
竹
村
氏
、
森
氏
の
成
果
に
学
び

な
が
ら
、
教
材
研
究
の
方
法
を
以
下
に
探
っ
て
い
き
た
い
。

最
初
に
、
い
ち
早
く
『
宇
治
拾
遺
』
に
注
目
し
、
多
く
の
論
考
を
積
み
重
ね
た

佐
藤
晃
氏
と
荒
木
浩
氏
の
『
宇
治
拾
遺
』
研
究
に
注
目
し
た
い
。
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企
ん
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
話
の
興
趣
を
学
習
者
が
評
価
す
る
活
動

に
お
い
て
も
、
確
認
・
整
理
と
い
う
学
習
活
動
か
ら
話
の
興
趣
を
評
価
す
る
学
習

活
動
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
他
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し

つ
つ
、
登
場
人
物
の
行
動
の
奇
抜
さ
や
話
の
可
笑
し
み
を
読
み
取
る
こ
と
を
企
ん

だ
も
の
と
も
見
え
る
。

以
上
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
各
章
段
は
、
学
習
者
が
話
の
可
笑
し
み
に
興
じ
な
が

ら
、
『
宇
治
拾
遺
』
成
立
期
の
人
々
の
生
活
に
ふ
れ
、
「
古
文
入
門
」
、
「
古
文
に

親
し
む
」
こ
と
を
果
た
す
と
い
う
目
的
の
も
と
に
教
材
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
た
。
し
か
し
、
「
一

研
究
の
目
的
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
学
習
目
的
で
は
、
古
典
の
学
習
は
知
的
欲
求
を
満
た
さ
な
い
つ
ま
ら
な
い
も

の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
加
え
て
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
解
説
が
西
尾
氏
の
「
説
話
文

学
」
観
と
符
合
し
た
通
り
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
対
す
る
テ
キ
ス
ト
観
は
更
新
さ
れ

て
い
な
い
ま
ま
で
あ
る

。
*15

如
上
の
問
題
点
の
解
決
法
を
探
る
た
め
、
以
下
で
は
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
関
す

る
先
行
研
究
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
た
い
。

三

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
性

戦
後
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
関
す
る
論
考
と
し
て
目
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
西
尾
浩

一
氏
、
益
田
勝
実
氏
、
三
木
紀
人
氏
ら
の
一
連
の
論
考

で
あ
る
。
そ
の
中
で
も

*16

特
に
益
田
氏
が
「
中
世
的
諷
刺
家
の
お
も
か
げ
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
作
者
―
」

（
『
文
学
』
第
三
十
四
巻
十
二
号
、
一
九
六
六
年
十
二
月
）
の
中
で
提
出
し
た
「
連
想
の

糸
」
、
「<

巡
り
物
語>

」
、
「
主
体
の
批
評
の
眼
の
複
眼
化
」
は
そ
の
後
の
『
宇
治

拾
遺
』
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
を
継
承
し
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら

一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
に
つ
い
て
新
た
な
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
の
手
法
に
つ
い
て
竹
村
氏
が
次
の
よ

う
に
概
説
し
て
い
る
。

作
品
を
「
一
個
の
自
律
的
な
表
現
体
」
「
所
与
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
と
し

て
読
み
解
く
こ
と
を
「
一
先
ず
」
の
方
法
と
す
る
と
の
、
い
く
ぶ
ん
戦
略
的

な
物
言
い
は
、
か
よ
う
な
宇
治
拾
遺
ひ
い
て
は
説
話
集
研
究
の
方
法
論
的
な

閉
塞
状
況
に
つ
い
て
の
判
断
を
前
提
と
し
、
直
接
的
に
は
、
昭
和
五
十
年
代

の
小
峯
和
明
・
森
正
人
両
氏
に
よ
る
今
昔
物
語
集
研
究
の
方
法
論
の
開
拓
と

そ
の
成
果
に
学
ん
だ
も
の
と
観
察
さ
れ
る
。
*17

そ
れ
ま
で
の
説
話
研
究
で
は
、
説
話
の
伝
承
過
程
や
同
話
や
類
話
と
の
比
較
に

よ
る
差
異
の
発
見
、
「
王
朝
文
学
」
や
「
仏
教
文
学
」
に
見
ら
れ
な
い
民
俗
性
や

庶
民
性
の
発
見
な
ど
が
主
に
行
わ
れ
て
い
た

。
し
か
し
、
小
峯
和
明
氏
の
『
今

*18

昔
物
語
集
の
形
成
と
構
造
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
五
年
）
、
森
正
人
氏
の
『
今
昔
物

語
集
の
生
成
』
（
和
泉
書
院
、
一
九
八
六
年
）
を
嚆
矢
と
し
、
説
話
集
を
「
一
個
の

自
律
的
な
表
現
体
」
、
「
所
与
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
と
し
て
読
み
解
く
説
話
集

、

、
、
、
、
、
、
、

研
究
が
『
宇
治
拾
遺
』
研
究
に
も
到
来
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
峯
氏
や
森
氏

の
『
今
昔
物
語
集
』
研
究
で
見
出
さ
れ
た
、
テ
キ
ス
ト
を
静
的
に
捉
え
る
の
で
は

、

な
く
、
動
的
に
捉
え
る
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
捉
え
方

が
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表

、

*19

現
性
を
め
ぐ
る
研
究
に
も
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
竹
村
氏
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
『
宇
治
拾
遺
』
を
読
み
解
い
て
い
る
代
表
的
な

論
者
と
し
て
、
竹
村
氏
は
荒
木
浩
氏
、
小
峯
和
明
氏
、
佐
藤
晃
氏
、
森
正
人
氏
の

四
者
を
挙
げ
、
彼
ら
の
手
法
に
つ
い
て
言
及
し
、
自
身
も
『
宇
治
拾
遺
』
の
幾
つ

か
の
章
段
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
を
探
究
す
る
。
本
稿

も
こ
れ
に
倣
い
、
荒
木
氏
、
小
峯
氏
、
佐
藤
氏
、
竹
村
氏
、
森
氏
の
成
果
に
学
び

な
が
ら
、
教
材
研
究
の
方
法
を
以
下
に
探
っ
て
い
き
た
い
。

最
初
に
、
い
ち
早
く
『
宇
治
拾
遺
』
に
注
目
し
、
多
く
の
論
考
を
積
み
重
ね
た

佐
藤
晃
氏
と
荒
木
浩
氏
の
『
宇
治
拾
遺
』
研
究
に
注
目
し
た
い
。
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佐
藤
氏
は
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
配
列
に
お
け
る
表
現
方
法
」
（
『
日
本

文
芸
論
叢
』
第
三
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）
の
中
で
、
益
田
氏
の
論
の
重
要
性
を
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

益
田
氏
は
、
一
見
何
の
つ
な
が
り
も
存
在
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
各
説
話

の
間
に
、
微
妙
な
連
想
の
展
開
が
あ
り
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
、
こ
の
「
連

想
の
糸
」
に
よ
っ
て
、
自
由
奔
放
に
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
説
話
を
配
列
さ
せ

て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。(

中
略
：
稿
者)

益
田

氏
は
、
こ
の
「
連
想
の
糸
」
に
よ
る
説
話
配
列
を
、
「
角
度
を
変
え
て
は
、

物
語
る
話
を
つ
か
み
直
し
、
見
直
し
し
て
、
次
の
話
を
呼
び
起
こ
し
て
い
く

手
法
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
手
法
」
に
お
い
て
、
「
主
体
の
批

評
の
眼
も
複
眼
化
し
、
よ
り
自
由
な
も
の
に
成
長
し
て
い
っ
た
」
よ
う
な
精

神
性
を
、
編
者
＝
表
現
主
体
に
付
与
し
て
お
ら
れ
る
。
実
は
、
こ
の
点
に
こ

そ
氏
の
論
の
重
要
性
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
説
話
の
配
列
と
と
も

に
流
動
し
、
変
容
し
て
い
く
よ
う
な
編
者
＝
表
現
主
体
の
精
神
の
あ
り
よ
う

を
、
こ
の
「
手
法
」
の
中
に
据
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
*20

説
話
を
排
列
し
な
が
ら
、
「
角
度
を
変
え
て
は
、
物
語
る
話
を
つ
か
み
直
し
、
見

直
し
し
て
、
次
の
話
を
呼
び
起
こ
し
」
、
「
批
評
の
眼
」
が
「
複
眼
化
し
、
よ
り

自
由
な
も
の
に
成
長
し
て
い
」
く
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
過
程
に
佐
藤
氏
が
焦
点

、
、

を
当
て
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
う
し
て
、
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
和
歌
説
話
―
主
題
の
相
互
関
連
性
の
視

点
か
ら
―
」
（
『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
二
号
、
一
九
八
三
年
三
月
）
で
は
、
和
歌
に
関
す

る
説
話
が
排
列
さ
れ
て
い
る
第
四
十
段
～
第
四
十
三
段
、
第
百
四
十
六
段
～
第
百

五
十
段
に
主
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
な
見
方
を
獲
得
す
る
。

す
な
わ
ち
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
和
歌
説
話
に
お
い
て
は
、

和
歌
と
い
う
題
材
に
対
す
る
正
と
負
と
の
方
向
性
を
持
っ
た
主
題
化
が
な
さ

れ
た
説
話
が
、
相
互
の
説
話
間
で
の
価
値
の
転
倒
と
い
っ
た
、
主
題
の
相
互

関
連
性
を
重
視
す
る
視
点
か
ら
配
列
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

こ
で
は
、
正
か
ら
負
へ
と
い
っ
た
価
値
の
相
対
化
に
よ
る
説
話
相
互
の
動
態

性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
*21

ま
た
、
前
掲
の
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
配
列
に
お
け
る
表
現
方
法
」
で
は

第
百
三
十
六
段
～
第
百
四
十
五
段
の
仏
教
に
関
す
る
説
話
が
排
列
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
一
話
ご
と
に
見
ら
れ
る
視
点
の
流
動
と
一
時
的
な
停
止
は
、
同

時
に
ま
た
、
説
話
の
配
列
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
説
話
の
中
心
的
・
主
題
的

な
部
分
を
横
目
で
睨
み
な
が
ら
も
、
周
辺
か
ら
周
辺
へ
と
連
想
を
つ
な
げ
て

い
き
、
時
と
し
て
、
中
心
的
な
部
分
へ
と
還
っ
た
り
も
す
る
よ
う
な
、
き
わ

め
て
変
化
に
富
ん
だ
往
復
運
動
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
*22

益
田
氏
の
い
う
「
複
眼
化
」
を
右
記
傍
線
部
と
認
め
、
更
に
、
（
ｂ
）
で
獲
得
し

た
見
方
を
引
き
継
い
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
見
単
な
る
類
纂
的
に
見
え
る
説
話
群
に
お
い
て
、
編
者
は
、

同
じ
題
材
に
対
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
く
説
話
の
主
題
的
な
部
分
に
お
い

て
も
、
こ
れ
を
横
目
で
睨
み
据
え
な
が
ら
説
話
を
配
列
さ
せ
て
い
き
、
一
群

の
説
話
に
お
け
る
主
題
の
相
互
関
連
性
の
中
に
、
価
値
の
相
対
化
を
な
し
と

げ
て
も
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
*23

益
田
氏
の
論
に
学
び
、
題
材
を
同
じ
く
す
る
説
話
排
列
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
佐
藤
氏
が
見
出
し
た
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
。
そ
れ
は
、
あ
る
題
材
に
対

す
る
正
の
方
向
性
を
も
つ
説
話
と
負
の
方
向
性
を
も
つ
説
話
と
を
排
列
し
た
り
、

説
話
内
容
の
中
心
部
で
関
連
す
る
説
話
同
士
だ
け
で
な
く
周
辺
部
で
関
連
す
る
説

話
同
士
を
排
列
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
「
価
値
の
相
対
化
」
で

あ
っ
た
。

こ
れ
以
後
、
佐
藤
氏
は
、
「
細
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
語
り
の
志
向
性
を
持

っ
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
」

と
、
説
話
排
列
か

*24

ら
各
章
段
の
語
ら
れ
方
に
目
を
移
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現

性
と
し
て
、
佐
藤
氏
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
「
価
値
の
相
対
化
」
、
「
視
点
の
流

動
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
言
語

遊
戯
と
表
現
」
（
『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
四
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
で
、
登
場
人
物
が

機
転
の
利
い
た
言
い
回
し
や
、
同
じ
語
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
説
話
の
語
ら
れ

方
、
登
場
人
物
の
動
き
の
滑
稽
さ
を
象
る
語
り
方
な
ど
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
「
言

語
遊
戯
」
が
『
宇
治
拾
遺
』
の
多
く
の
章
段
に
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

こ
う
し
た
言
語
遊
戯
そ
の
も
の
へ
の
志
向
が
、
さ
ら
に
細
部
に
お
け
る
言
語

遊
戯
を
誘
発
し
、
語
り
を
活
性
化
し
て
い
く
表
現
の
生
成
過
程
に
は
、
語
ら

れ
る
話
を
一
律
に
秩
序
づ
け
る
こ
と
と
は
無
縁
な
精
神
性
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。(

中
略
：
稿
者)

自
ら
の
志
向
に
お
い
て
話
を
受
け
入
れ
つ

つ
も
、
実
は
、
話
に
引
き
ず
ら
れ
、
自
ら
を
移
動
さ
せ
て
い
く
、
い
わ
ば
戯

れ
る
主
体
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
こ
の
よ
う
な
語
り
の
主
体
な
の
で
あ

る
。
*25

説
話
排
列
か
ら
説
話
の
語
り
方
に
目
を
移
し
、
「
価
値
の
相
対
化
」
は
「
一
律
に

秩
序
づ
け
る
こ
と
と
は
無
縁
な
精
神
性
」
と
、
「
視
点
の
流
動
」
は
「
戯
れ
る
主

体
」
と
継
承
し
な
が
ら
、
佐
藤
氏
は
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
に
対
す
る
考
え
を

深
め
て
い
く
。

更
に
、
佐
藤
氏
は
同
話
関
係
や
類
話
関
係
に
あ
る
説
話
と
各
章
段
を
比
較
し
な

が
ら
、
各
章
段
の
登
場
人
物
の
描
写
や
話
の
展
開
な
ど
に
注
意
を
向
け
、
身
体
動

作
に
関
す
る
描
写
や
登
場
人
物
の
問
答
に
よ
る
話
の
展
開
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

に
も
触
れ
な
が
ら
、「
演
ず
る
主
体
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
機
構
―
」（
『
文

芸
研
究
』
第
百
十
九
号
、
一
九
八
八
年
九
月
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

演
ず
る
主
体
は
、
自
ら
が
寄
り
添
う
出
来
事
や
人
物
の
言
語
・
身
体
的
動
作

等
と
相
即
的
に
戯
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ら
を
よ
り
効
果
的
に

際
立
て
る
よ
う
な
仕
掛
け
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
語
り
の
行
為
が
あ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
語
ら
れ
る
話
に
参
入
し
、
こ
れ
と
戯
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
戯
れ
る
対
象
の
面
白
さ
が
よ
り
興
味
本
位
的
、
か
つ
没
主
体
的
に
提
示

さ
れ
る
の
で
あ
る
。(

中
略
：
稿
者)

話
の
内
容
を
意
味
づ
け
に
よ
っ
て
枠
に

は
め
て
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
話
が
語
り
（
＝
読
み
）
の
過
程
で
放

射
す
る
で
あ
ろ
う
作
用
に
溶
け
込
み
つ
つ
、
こ
れ
を
よ
り
効
果
的
に
再
現
し

読
者
に
提
示
す
る
、
そ
れ
が
『
宇
治
拾
遺
』
な
の
で
あ
る
。
*26

『
宇
治
拾
遺
』
は
、
説
話
の
読
み
に
お
け
る
享
楽
性
を
追
求
し
た
説
話
集
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
説
話
集
形
成
の
力
学
に
つ
い
て
の
方
法
的
自

覚
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
な
連
想
と
一
義
的
な
意
味
づ
け
の

拒
否
、
そ
れ
ら
は
、
説
話
集
の
形
成
に
（
多
か
れ
少
な
か
れ
）
伴
う
編
纂
と

叙
述
の
連
携
に
お
け
る
相
剋
を
、
む
し
ろ
逆
手
に
取
っ
た
態
度
で
あ
る
。
説

話
集
形
成
の
裏
を
突
い
た
機
構
に
よ
っ
て
、
読
者
に
演
戯
を
提
供
す
る
「
物
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益
田
氏
の
論
に
学
び
、
題
材
を
同
じ
く
す
る
説
話
排
列
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
佐
藤
氏
が
見
出
し
た
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
。
そ
れ
は
、
あ
る
題
材
に
対

す
る
正
の
方
向
性
を
も
つ
説
話
と
負
の
方
向
性
を
も
つ
説
話
と
を
排
列
し
た
り
、

説
話
内
容
の
中
心
部
で
関
連
す
る
説
話
同
士
だ
け
で
な
く
周
辺
部
で
関
連
す
る
説

話
同
士
を
排
列
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
「
価
値
の
相
対
化
」
で

あ
っ
た
。

こ
れ
以
後
、
佐
藤
氏
は
、
「
細
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
語
り
の
志
向
性
を
持

っ
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
」

と
、
説
話
排
列
か

*24

ら
各
章
段
の
語
ら
れ
方
に
目
を
移
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現

性
と
し
て
、
佐
藤
氏
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
「
価
値
の
相
対
化
」
、
「
視
点
の
流

動
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
言
語

遊
戯
と
表
現
」
（
『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
四
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
で
、
登
場
人
物
が

機
転
の
利
い
た
言
い
回
し
や
、
同
じ
語
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
説
話
の
語
ら
れ

方
、
登
場
人
物
の
動
き
の
滑
稽
さ
を
象
る
語
り
方
な
ど
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
「
言

語
遊
戯
」
が
『
宇
治
拾
遺
』
の
多
く
の
章
段
に
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

こ
う
し
た
言
語
遊
戯
そ
の
も
の
へ
の
志
向
が
、
さ
ら
に
細
部
に
お
け
る
言
語

遊
戯
を
誘
発
し
、
語
り
を
活
性
化
し
て
い
く
表
現
の
生
成
過
程
に
は
、
語
ら

れ
る
話
を
一
律
に
秩
序
づ
け
る
こ
と
と
は
無
縁
な
精
神
性
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。(

中
略
：
稿
者)

自
ら
の
志
向
に
お
い
て
話
を
受
け
入
れ
つ

つ
も
、
実
は
、
話
に
引
き
ず
ら
れ
、
自
ら
を
移
動
さ
せ
て
い
く
、
い
わ
ば
戯

れ
る
主
体
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
こ
の
よ
う
な
語
り
の
主
体
な
の
で
あ

る
。
*25

説
話
排
列
か
ら
説
話
の
語
り
方
に
目
を
移
し
、
「
価
値
の
相
対
化
」
は
「
一
律
に

秩
序
づ
け
る
こ
と
と
は
無
縁
な
精
神
性
」
と
、
「
視
点
の
流
動
」
は
「
戯
れ
る
主

体
」
と
継
承
し
な
が
ら
、
佐
藤
氏
は
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
に
対
す
る
考
え
を

深
め
て
い
く
。

更
に
、
佐
藤
氏
は
同
話
関
係
や
類
話
関
係
に
あ
る
説
話
と
各
章
段
を
比
較
し
な

が
ら
、
各
章
段
の
登
場
人
物
の
描
写
や
話
の
展
開
な
ど
に
注
意
を
向
け
、
身
体
動

作
に
関
す
る
描
写
や
登
場
人
物
の
問
答
に
よ
る
話
の
展
開
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

に
も
触
れ
な
が
ら
、「
演
ず
る
主
体
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
機
構
―
」（
『
文

芸
研
究
』
第
百
十
九
号
、
一
九
八
八
年
九
月
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

演
ず
る
主
体
は
、
自
ら
が
寄
り
添
う
出
来
事
や
人
物
の
言
語
・
身
体
的
動
作

等
と
相
即
的
に
戯
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
そ
れ
ら
を
よ
り
効
果
的
に

際
立
て
る
よ
う
な
仕
掛
け
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
語
り
の
行
為
が
あ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
語
ら
れ
る
話
に
参
入
し
、
こ
れ
と
戯
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
戯
れ
る
対
象
の
面
白
さ
が
よ
り
興
味
本
位
的
、
か
つ
没
主
体
的
に
提
示

さ
れ
る
の
で
あ
る
。(

中
略
：
稿
者)

話
の
内
容
を
意
味
づ
け
に
よ
っ
て
枠
に

は
め
て
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
話
が
語
り
（
＝
読
み
）
の
過
程
で
放

射
す
る
で
あ
ろ
う
作
用
に
溶
け
込
み
つ
つ
、
こ
れ
を
よ
り
効
果
的
に
再
現
し

読
者
に
提
示
す
る
、
そ
れ
が
『
宇
治
拾
遺
』
な
の
で
あ
る
。
*26

『
宇
治
拾
遺
』
は
、
説
話
の
読
み
に
お
け
る
享
楽
性
を
追
求
し
た
説
話
集
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
説
話
集
形
成
の
力
学
に
つ
い
て
の
方
法
的
自

覚
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
な
連
想
と
一
義
的
な
意
味
づ
け
の

拒
否
、
そ
れ
ら
は
、
説
話
集
の
形
成
に
（
多
か
れ
少
な
か
れ
）
伴
う
編
纂
と

叙
述
の
連
携
に
お
け
る
相
剋
を
、
む
し
ろ
逆
手
に
取
っ
た
態
度
で
あ
る
。
説

話
集
形
成
の
裏
を
突
い
た
機
構
に
よ
っ
て
、
読
者
に
演
戯
を
提
供
す
る
「
物
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語
空
間
」
、
そ
れ
が
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
*27

「
価
値
観
の
相
対
化
」
は
「
一
義
的
な
意
味
づ
け
の
拒
否
」
へ
と
、
「
視
点
の
流

動
」
や
「
戯
れ
る
主
体
」
は
「
語
ら
れ
る
話
に
参
入
し
、
こ
れ
と
戯
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
戯
れ
る
対
象
の
面
白
さ
が
よ
り
興
味
本
位
的
、
か
つ
没
主
体
的
に

提
示
」
さ
れ
る
よ
う
に
語
る
「
演
ず
る
主
体
」
へ
と
深
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

益
田
氏
の
論
考
に
よ
る
学
び
か
ら
始
ま
り
、
説
話
排
列
、
各
章
段
の
語
り
方
に

着
目
し
、
佐
藤
氏
が
認
め
た
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
と
は
次
の
通
り
概
括
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
題
材
を
扱
っ
た
説
話
で
も
対
極
的
な
方
向
性
を

持
つ
説
話
を
排
列
し
た
り
、
結
び
つ
き
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
説
話
だ
け
で
は

な
く
、
結
び
つ
き
が
弱
い
よ
う
に
見
え
る
説
話
も
排
列
し
た
り
、
そ
れ
を
一
つ
の

章
段
と
し
て
語
っ
て
し
ま
っ
た
り
も
す
る
「
自
由
な
連
想
」
の
も
と
、
「
話
の
内

容
を
意
味
づ
け
に
よ
っ
て
枠
に
は
め
て
提
示
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
話
が
語
り

（
＝
読
み
）
の
過
程
で
放
射
す
る
で
あ
ろ
う
作
用
に
溶
け
込
み
つ
つ
、
こ
れ
を
よ

り
効
果
的
に
再
現
し
読
者
に
提
示
す
る
」
語
り
方
や
説
話
排
列
、
そ
し
て
こ
れ
ら

の
「
連
携
に
お
け
る
相
剋
」
に
よ
り
、
「
一
義
的
な
意
味
づ
け
」
を
「
拒
否
」
し

「
価
値
観
の
相
対
化
」
を
企
み
、「
説
話
の
読
み
に
お
け
る
享
楽
性
を
追
求
し
た
」

表
現
性
、
こ
れ
こ
そ
が
『
宇
治
拾
遺
』
の
志
向
す
る
表
現
性
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。次

に
荒
木
氏
の
一
連
の
論
考
に
着
目
す
る
。
荒
木
氏
は
、
「
異
国
へ
渡
る
人
び

と
―
宇
治
拾
遺
物
語
論
序
説
―
」
（
『
国
語
国
文
』
第
五
十
五
巻
一
号
、
一
九
八
六
年
一

月
）
の
中
で
第
九
十
一
段
と
第
百
七
十
段
に
つ
い
て
、
読
み
手
が
一
方
を
読
み
な

が
ら
も
う
一
方
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
、
両
章
段
の
表
現
の
類
似
箇

所
か
ら
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
書
き
手
（
＝
表
現
主
体
）
の
側
も
そ
れ
を
目
論
ん
で

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

説
話
自
体
の
連
想
と
『
宇
治
拾
遺
』
の
形
成
し
た
表
現
に
よ
り
、
読
者
は
二

つ
の
説
話
を
一
つ
の
出
来
事
の
よ
う
に
、
或
い
は
、
全
く
別
話
で
は
な
い
、

類
話
と
し
て
把
握
し
、
両
者
の
イ
メ
ジ
を
重
ね
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
に
な
る
。

二
つ
は
相
隣
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
無
く
、
物
語
の
中
で
遠
く
離
れ

た
場
所
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
遠
い
思
い
出
の
よ
う

に
幽
か
に
憶
い
起
こ
さ
れ
て
、
次
第
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
*28

更
に
、
他
の
章
段
に
も
検
討
を
加
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

数
十
話
離
れ
た
二
つ
の
説
話
が
、
今
ま
で
見
て
き
た
様
な
か
た
ち
で
接
合
し

て
意
識
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
読
者
は
、
そ
の
間
に
あ
っ
た
数
々
の
説
話
が

ば
ら
ば
ら
に
存
在
し
て
い
た
り
、
も
し
く
は
い
く
つ
か
の
固
ま
り
を
成
し
て

点
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
設
定
さ
れ
た
時
間
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』

と
い
う
世
界
の
中
で
連
続
し
た
統
一
体
を
形
成
し
て
い
る
、
と
い
う
か
ん
じ

、
、
、

を
抱
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
傍
点
、
マ
マ
）

*29

そ
し
て
優
れ
た
こ
の
読
書
体
験
を
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
他
の
章
段
を
読
む
際
に
持

ち
込
ん
で
論
証
し
、
更
に
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
か
ら
捉
え
直
し
、
『
宇
治
拾

遺
』
を
読
み
解
く
上
で
必
要
な
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
れ
ま
で
の
読
解
か
ら
浮
び
上
が
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
方
法
と
は
、
予

定
さ
れ
た
調
和
を
無
意
識
裡
に
望
み
、
そ
れ
ま
で
に
読
み
経
験
し
て
き
た
物

語
世
界
、
具
体
的
に
は
、
一
つ
一
つ
の
説
話
の
展
開
の
論
理
、
に
沿
っ
て
つ

づ
く
説
話
を
読
み
、
結
末
を
予
想
し
よ
う
と
す
る
読
者
に
対
し
て
、
或
る
種

の
挑
戦
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
逆
に
連
想
を
喚
起
す

る
よ
う
な
説
話
を
連
続
し
て
配
列
し
、
微
妙
な
表
現
の
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ

と
も
敢
て
行
い
、
そ
れ
を
達
成
し
て
い
っ
た
。

よ
っ
て
『
宇
治
拾
遺
』
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
一
話
一
話
の
説
話
的
背

景
を
正
確
に
お
さ
え
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、
一
説
話
を
一
つ
の
価
値
観
に

固
定
せ
ず
、
比
喩
を
以
て
言
う
な
ら
、
数
多
く
の
読
み
を
繰
り
拡
げ
て
派
生

し
た
横
糸
を
、
『
宇
治
拾
遺
』
が
提
示
す
る
物
語
世
界
の
流
れ
の
い
く
つ
か

の
縦
糸
と
の
交
叉
す
る
点
で
把
握
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
困
難
な
作
業
が
あ

る
。
*30

『
宇
治
拾
遺
』
と
は
、
各
章
段
の
「
説
話
的
背
景
」
を
よ
く
知
る
読
み
手
は
、『
宇

治
拾
遺
』
を
読
み
進
め
て
い
く
内
に
、
各
章
段
の
表
現
に
敏
感
に
反
応
し
、
そ
こ

か
ら
章
段
同
士
の
関
係
を
読
ん
で
は
、
統
一
し
た
物
語
世
界
を
構
築
し
て
し
ま
っ

た
り
、
時
に
は
予
想
を
裏
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
読
み
返
し
て
み
て
は
再
構
築

し
て
み
た
り
、
と
い
っ
た
読
み
の
往
還
を
経
験
す
る
よ
う
に
表
現
が
仕
組
ま
れ
た

説
話
集
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
宇
治
拾
遺
は

才
ほ
ど
読
む
。
読
者
の
才
に
応
じ
て
多
彩
な
風
貌
を
覗
か
せ
る
『
宇
治
拾
遺
』
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
『
宇
治
拾
遺
』
は
一
義
的
な
物
語
世
界
を
達
成
し
よ
う
と

*31し
た
り
、
各
章
段
に
意
味
を
付
与
す
る
の
で
は
な
く
、
読
み
手
の
自
由
な
解
釈
を

前
提
に
、
読
み
手
を
試
す
説
話
集
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
続
き
、
荒
木
氏
は
『
宇
治
拾
遺
』
の
読
書
体
験
を
基
に
、
論
考
を
積
み

重
ね
て
い
く
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
時
間
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三
十
三
号
、
一
九
八
八

年
六
月
）
で
は
、
類
似
し
た
話
柄
の
章
段
同
士
や
、
同
じ
登
場
人
物
に
関
す
る
章

段
同
士
、
登
場
人
物
の
あ
い
だ
に
関
係
が
見
出
せ
る
章
段
同
士
、
末
の
三
つ
の
章

段
に
注
目
し
、
「
終
末
へ
確
実
に
進
行
」

す
る
時
間
、
「
『
宇
治
拾
遺
』
の
根
幹

*32

に
」
「
た
く
ま
し
い
笑
い
の
精
神
が
横
溢
」

す
る
様
を
読
み
取
る
。
ま
た
、
「<

*33

次
第
不
同>

の
物
語
―
宇
治
拾
遺
物
語
の
世
界
―
」
（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説

話
論
集
第
一
集

説
話
文
学
の
方
法
』
、
清
文
堂
、
一
九
九
一
年
五
月
）
で
は
、
序
文
に

続
け
て
、
古
本
系
の
内
題
の
位
置
に
注
記
さ
れ
る
「
宇
治
拾
遺
物
語

第
一

抄
出
之
次
第
不
同
也
」
を
俎
上
に
の
せ
つ
つ
、『
宇
治
拾
遺
』
中
に
頻
出
す
る
「
こ

は
い
か
に
」
や
、
章
段
同
士
の
類
似
し
た
表
現
に
注
目
し
、
『
宇
治
拾
遺
』
と
読

む
こ
と
や
読
み
手
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
そ
れ
に
続
け
て
「
ひ
ら
か
れ

る<

と
き>

の
物
語
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
中
へ
」（
『
国
文
学
』
第
四
十
巻
十
二
号
、

一
九
九
五
年
十
月
）
で
は
、
伴
善
男
に
関
係
す
る
章
段
（
四
段
、
百
十
四
段
）
を
中

心
に
取
り
上
げ
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
を
深
め

る
。

『
宇
治
拾
遺
』
は
、
す
で
に
色
々
な
形
で
指
摘
が
進
み
つ
つ
あ
る
、
全
体
を

視
野
に
置
い
た
周
到
な
作
意
の
下
、
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
―
エ
ク
リ
チ
ュ
ー

ル
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
す
で
に
読
み
通
し
て
き
た
テ
ク
ス
ト
を
踏
ま
え
、

振
り
返
る
よ
う
な
―
―
い
く
ど
か
再
読
す
る
こ
と
を
も
含
め
て
―
―
読
書
行

為
を
前
提
と
し
て
「
書
か
れ
」
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
『
更
級
日
記
』
作

者
の
よ
う
な
、
孤
と
し
て
の
個
人
の
、
暗
記
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
丹
念
な
、

黙
読
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
ま
で
。
*34

そ
し
て
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
再
読
と
そ
の
方
法
―
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
の
説

話
文
学
研
究
」
―
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
下
で
の
文
学
研
究
に
つ
い
て
、
『
宇
治
拾
遺
』
を
例
と
し
て
取
り

上
げ
、
地
蔵
関
連
章
段
、
観
音
関
連
章
段
の
分
布
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
な
お
、

荒
木
氏
は
こ
れ
ら
五
つ
の
論
考
を
、
著
書
で
あ
る
『
説
話
集
の
構
想
と
意
匠
―
今

昔
物
語
集
の
成
立
と
前
後
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
の
中
で
「
第
四
章

宇

治
拾
遺
物
語
の
意
匠
と
世
界
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
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の
挑
戦
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
逆
に
連
想
を
喚
起
す

る
よ
う
な
説
話
を
連
続
し
て
配
列
し
、
微
妙
な
表
現
の
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ

と
も
敢
て
行
い
、
そ
れ
を
達
成
し
て
い
っ
た
。

よ
っ
て
『
宇
治
拾
遺
』
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
一
話
一
話
の
説
話
的
背

景
を
正
確
に
お
さ
え
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、
一
説
話
を
一
つ
の
価
値
観
に

固
定
せ
ず
、
比
喩
を
以
て
言
う
な
ら
、
数
多
く
の
読
み
を
繰
り
拡
げ
て
派
生

し
た
横
糸
を
、
『
宇
治
拾
遺
』
が
提
示
す
る
物
語
世
界
の
流
れ
の
い
く
つ
か

の
縦
糸
と
の
交
叉
す
る
点
で
把
握
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
困
難
な
作
業
が
あ

る
。
*30

『
宇
治
拾
遺
』
と
は
、
各
章
段
の
「
説
話
的
背
景
」
を
よ
く
知
る
読
み
手
は
、『
宇

治
拾
遺
』
を
読
み
進
め
て
い
く
内
に
、
各
章
段
の
表
現
に
敏
感
に
反
応
し
、
そ
こ

か
ら
章
段
同
士
の
関
係
を
読
ん
で
は
、
統
一
し
た
物
語
世
界
を
構
築
し
て
し
ま
っ

た
り
、
時
に
は
予
想
を
裏
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
読
み
返
し
て
み
て
は
再
構
築

し
て
み
た
り
、
と
い
っ
た
読
み
の
往
還
を
経
験
す
る
よ
う
に
表
現
が
仕
組
ま
れ
た

説
話
集
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
宇
治
拾
遺
は

才
ほ
ど
読
む
。
読
者
の
才
に
応
じ
て
多
彩
な
風
貌
を
覗
か
せ
る
『
宇
治
拾
遺
』
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
『
宇
治
拾
遺
』
は
一
義
的
な
物
語
世
界
を
達
成
し
よ
う
と

*31し
た
り
、
各
章
段
に
意
味
を
付
与
す
る
の
で
は
な
く
、
読
み
手
の
自
由
な
解
釈
を

前
提
に
、
読
み
手
を
試
す
説
話
集
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
続
き
、
荒
木
氏
は
『
宇
治
拾
遺
』
の
読
書
体
験
を
基
に
、
論
考
を
積
み

重
ね
て
い
く
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
時
間
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三
十
三
号
、
一
九
八
八

年
六
月
）
で
は
、
類
似
し
た
話
柄
の
章
段
同
士
や
、
同
じ
登
場
人
物
に
関
す
る
章

段
同
士
、
登
場
人
物
の
あ
い
だ
に
関
係
が
見
出
せ
る
章
段
同
士
、
末
の
三
つ
の
章

段
に
注
目
し
、
「
終
末
へ
確
実
に
進
行
」

す
る
時
間
、
「
『
宇
治
拾
遺
』
の
根
幹

*32

に
」
「
た
く
ま
し
い
笑
い
の
精
神
が
横
溢
」

す
る
様
を
読
み
取
る
。
ま
た
、
「<

*33

次
第
不
同>

の
物
語
―
宇
治
拾
遺
物
語
の
世
界
―
」
（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説

話
論
集
第
一
集

説
話
文
学
の
方
法
』
、
清
文
堂
、
一
九
九
一
年
五
月
）
で
は
、
序
文
に

続
け
て
、
古
本
系
の
内
題
の
位
置
に
注
記
さ
れ
る
「
宇
治
拾
遺
物
語

第
一

抄
出
之
次
第
不
同
也
」
を
俎
上
に
の
せ
つ
つ
、『
宇
治
拾
遺
』
中
に
頻
出
す
る
「
こ

は
い
か
に
」
や
、
章
段
同
士
の
類
似
し
た
表
現
に
注
目
し
、
『
宇
治
拾
遺
』
と
読

む
こ
と
や
読
み
手
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
そ
れ
に
続
け
て
「
ひ
ら
か
れ

る<

と
き>

の
物
語
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
中
へ
」（
『
国
文
学
』
第
四
十
巻
十
二
号
、

一
九
九
五
年
十
月
）
で
は
、
伴
善
男
に
関
係
す
る
章
段
（
四
段
、
百
十
四
段
）
を
中

心
に
取
り
上
げ
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
を
深
め

る
。

『
宇
治
拾
遺
』
は
、
す
で
に
色
々
な
形
で
指
摘
が
進
み
つ
つ
あ
る
、
全
体
を

視
野
に
置
い
た
周
到
な
作
意
の
下
、
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
―
エ
ク
リ
チ
ュ
ー

ル
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
す
で
に
読
み
通
し
て
き
た
テ
ク
ス
ト
を
踏
ま
え
、

振
り
返
る
よ
う
な
―
―
い
く
ど
か
再
読
す
る
こ
と
を
も
含
め
て
―
―
読
書
行

為
を
前
提
と
し
て
「
書
か
れ
」
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
『
更
級
日
記
』
作

者
の
よ
う
な
、
孤
と
し
て
の
個
人
の
、
暗
記
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
丹
念
な
、

黙
読
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
ま
で
。
*34

そ
し
て
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
再
読
と
そ
の
方
法
―
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
中
の
説

話
文
学
研
究
」
―
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
第
四
十
三
号
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
下
で
の
文
学
研
究
に
つ
い
て
、
『
宇
治
拾
遺
』
を
例
と
し
て
取
り

上
げ
、
地
蔵
関
連
章
段
、
観
音
関
連
章
段
の
分
布
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
な
お
、

荒
木
氏
は
こ
れ
ら
五
つ
の
論
考
を
、
著
書
で
あ
る
『
説
話
集
の
構
想
と
意
匠
―
今

昔
物
語
集
の
成
立
と
前
後
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
の
中
で
「
第
四
章

宇

治
拾
遺
物
語
の
意
匠
と
世
界
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。



10（     ）

以
上
の
よ
う
に
、
荒
木
氏
は
『
宇
治
拾
遺
』
全
体
を
通
し
て
読
ん
だ
と
き
の
印

象
を
も
と
に
、
そ
の
印
象
の
原
因
を
表
現
の
類
似
や
説
話
内
容
な
ど
の
類
似
な
ど

に
見
出
し
、
説
話
集
と
し
て
の
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
を
探
ろ
う
と
し
た
点
に

、

新
し
さ
が
あ
る
。

ま
た
、
佐
藤
氏
、
荒
木
氏
の
両
氏
の
『
宇
治
拾
遺
』
研
究
を
継
承
し
発
展
さ
せ

た
も
の
と
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
を
主
な
研
究
対
象
と
し
て
い
た
森
氏
、
小
峯

氏
、
竹
村
氏
の
『
宇
治
拾
遺
』
研
究
が
あ
る
。

森
氏
は
自
身
の
提
唱
し
た
「
編
纂
行
為
・
説
話
行
為
・
表
現
行
為
」
の
水
準
で

説
話
集
の
表
現
性
を
分
析
す
る
と
い
う
手
法

を
念
頭
に
置
き
、
『
宇
治
拾
遺
』

*35

の
表
現
性
を
一
連
の
論
考
の
中
で
分
析
し
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
説
話
同
士
の
連

想
、
対
比
、
転
換
や
各
章
段
に
見
ら
れ
る
韜
晦
的
な
説
話
の
語
り
方
、
あ
た
か
も

<

巡
り
物
語>

で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
序
文

、
説
話
内
容
と

*36

話
末
評
と
の
不
整
合
、
同
語
・
同
音
異
義
語
・
語
形
の
類
似
す
る
語
の
反
復
使
用

と
い
っ
た
言
語
遊
戯
に
よ
る
意
味
の
減
殺
や
重
層
化
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
読
み
手
の
視
線
の
分
散

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
は
、

*37

説
話
を
意
味
や
価
値
か
ら
解
放
し
、
編
纂
主
体
の
立
場
を
こ
と
さ
ら
消
去
し
、
韜

晦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
説
話
集
で
あ
っ
た
」

、
「
逆
に
読
者

*38

は
読
ま
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
読
む
あ
る
い
は
読
ま
さ
れ
る
行
為
を
宇
治
拾
遺
物

語
が
批
評
す
る
関
係
に
あ
る
」

と
、
佐
藤
氏
や
荒
木
氏
の
成
果
を
採
り
入
れ
な

*39

が
ら
論
じ
る
。
森
氏
の
一
連
の
論
考
は
、
佐
藤
氏
や
荒
木
氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
よ
り
深
め
、
分
析
の
観
点
な
ど
を
精
密
に
し
た
と
い
う
点
で
非
常

に
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
小
峯
氏
は
中
世
に
特
有
の
語
で
あ
る
「
ひ
し
め
く
」
と
い
う
語
に
注
目

し
、
そ
れ
が
『
宇
治
拾
遺
』
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
宇
治
拾
遺
』

に
も
多
分
に
同
時
代
的
な
表
現
志
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る

。
*40

そ
し
て
こ
こ
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
『
宇
治
拾
遺
』

に
見
ら
れ
る
「
享
楽
性
」
、
「
遊
戯
」
、
「
意
味
や
価
値
か
ら
の
解
放
」
な
ど
が
、

同
時
代
の
芸
能
で
あ
る<

猿
楽>

と
相
同
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
『
宇
治
拾
遺
』

の
表
現
性
を
「
方
法
と
し
て
の<

猿
楽>

」

と
名
づ
け
る
。
更
に
、
〈
偽
悪
〉
譚

*41

や
〈
狂
惑
〉
譚
が
『
宇
治
拾
遺
』
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、
話
型
や
伝
承
を
模
倣

し
て
は
意
味
を
ず
ら
し
た
り
ひ
っ
く
り
返
し
た
り
す
る
説
話
語
り
が
『
宇
治
拾
遺
』

に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
〈
も
ど
き
〉
の
視
点
か
ら
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
を

分
析
す
る

。
こ
の
よ
う
に
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
を
同
時
代
の
表
現
時
空
に

*42

お
い
て
再
考
し
た
点
で
小
峯
氏
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
加
え
て
、
こ
れ
ら

の
論
考
を
ま
と
め
、
初
の
『
宇
治
拾
遺
』
単
独
の
論
著
と
成
し
た
こ
と
も
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
る

。
*43

最
後
に
竹
村
氏
の
論
考
に
注
目
す
る
。
竹
村
氏
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
注
目
し
て

き
た
四
氏
の
『
宇
治
拾
遺
』
論
が
、
益
田
氏
の
提
唱
し
た
「
連
想
の
糸
」
「
〈
巡

り
物
語
〉
」
を
引
き
継
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
論
を
展
開
し
た
こ
と
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
概
括
す
る
。

稿
者
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
相
対
的
な
特
徴
と
し
て
、
佐
藤
氏
は
表
現
形
成
の

機
構
そ
の
も
の
、
及
び
表
現
形
成
と
表
現
主
体
と
の
か
か
わ
り
を
、
小
峯
氏

は
作
品
の
表
現
性
と
時
代
の
表
現
時
空
と
の
か
か
わ
り
を
、
森
氏
は
作
品
の

語
り
（
編
纂
と
説
話
叙
述
）
に
お
け
る
表
現
の
し
く
み
と
作
品
の
表
現
性
を
、

そ
し
て
荒
木
氏
は
表
現
の
し
く
み
と
と
も
に
そ
こ
か
ら
統
合
的
に
読
み
取
り

う
る
作
品
表
現
の
中
身
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
の
所
在
と
し
て
い
る
と
観
察

さ
れ
る
。

か
よ
う
に
し
て
、
四
氏
の
表
現
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
観
点
か
ら
論
を

構
成
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
宇
治
拾
遺
の
表
現
性
と
し
て
注
目
す
る

と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
読
者
を
眩
惑
し
、
は
ぐ
ら

か
し
、
煙
に
ま
く
、
し
た
た
か
な
〈
語
り
〉
」
と
戯
笑
性
が
そ
れ
で
あ
る
。
*44

こ
こ
を
出
発
点
と
し
、
竹
村
氏
は
「
宇
治
拾
遺
の
表
現
性
の
成
立
す
る
と
こ
ろ
と

は
、
享
受
者
の
“
読
み
”
が
生
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
」
と
し
、
“
読
み
”
が
「
成
立

す
る
条
件
、
前
提
と
い
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
、
そ
こ
か
ら
作
品
の
表
現

位
相
を
窺
お
う
」

と
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
注
目
し
て
き
た
四
氏
が
言
及

*45

し
て
き
た
手
法
で
第
二
十
段
を
分
析
す
る
。
第
二
十
段
は
天
下
干
魃
、
六
十
人
の

僧
に
よ
る
祈
雨
も
験
な
く
、
世
の
人
々
は
皆
慨
歎
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
増
命
が

異
例
の
抜
擢
で
祈
雨
僧
に
選
出
、
増
命
は
見
事
に
期
待
に
応
え
、
降
雨
に
至
る
と

い
う
説
話
内
容
を
も
つ
章
段
で
あ
る
。
一
読
す
れ
ば
、
増
命
の
法
験
を
称
賛
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
四
氏
の
言
及
し
て
き
た
手
法
で
分
析
す
る
と
、
「
増

命
の
名
利
を
求
め
る
姿
を
描
く
も
の
と
な
る
」
と
読
み
替
え
が
起
こ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
更
に
そ
の
仕
掛
け
と
し
て
、
祈
雨
日
記
や
僧
伝
な
ど
に
見
ら
れ
る
祈
雨

法
験
譚
の
文
体
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

賞
を
き
そ
い
、
験
を
主
張
し
、
自
ら
を
称
揚
す
る
寺
家
僧
侶
の
様
態
を
写
し

と
ど
め
た
も
の
が
こ
れ
ら
の
記
録
（
稿
者
注
：
祈
雨
日
記
・
祈
雨
法
記
な
ど
）

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
名
利
は
賞
賛
の
文
体
に
内
在
す
る
。
宇
治
拾
遺
話
に
お

け
る
文
体
の
模
倣
は
、
さ
よ
う
な
祈
雨
法
験
譚
の
二
面
性
の
発
見
に
基
づ
き
、

そ
れ
を
暴
こ
う
と
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
*46

か
よ
う
に
第
二
十
段
で
は
祈
雨
記
録
の
文
体
模
倣
が
為
さ
れ
、
そ
れ
に
気
づ
い
た

読
み
手
は
増
命
の
名
利
を
求
め
る
俗
な
姿
に
よ
り
一
層
目
が
向
い
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
竹
村
氏
も
言
及
す
る
よ
う
に
、
読
み
手
が
文
体
模

倣
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
表
現
は
成
立
し
な
い
。
ま
さ
に
「
読
者
の
才
に
応
じ
て
多

彩
な
風
貌
を
覗
か
せ
」
る
の
で
あ
る
。

更
に
竹
村
氏
は
他
の
章
段
に
も
注
目
し
、
文
体
の
他
に
も
モ
ノ
・
コ
ト
の
モ
テ

ィ
ー
フ
や
話
型
な
ど
の
読
み
手
の
「
才
」
（
＝
〈
知
〉
）
を
読
み
手
自
身
が
各
章
段

に
参
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
が
新
た
な
形
で
成
立
す
る

こ
と
を
例
証
し
て
い
く
。
加
え
て
、
そ
の
よ
う
な
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
が
、

同
時
代
の
諸
テ
キ
ス
ト
の
表
現
性
と
相
同
性
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
言

及
し
、
次
の
よ
う
に
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

む
し
ろ
作
品
は
自
己
確
定
を
保
留
し
つ
づ
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
さ
え
見
え

る
。
し
か
も
、
相
対
化
は
宇
治
拾
遺
に
限
ら
な
い
。
宇
治
拾
遺
と
は
、
相
対

化
を
目
的
化
し
た
よ
う
な
表
現
世
界
の
形
成
を
背
景
に
、
多
線
化
し
た
意
味

の
系
列
を
上
述
の
手
法
を
も
っ
て
作
品
に
仕
掛
け
、
意
味
系
列
間
の
懸
隔
、

つ
ま
り
差
異
を
往
還
す
る
“
読
み
”
と
そ
の
興
趣
を
こ
そ
物
語
空
間
に
実
現

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
*47

ま
た
、
竹
村
氏
は
こ
の
約
六
年
後
、
Ｍ
・
バ
フ
チ
ン
な
ど
を
援
用
し
な
が
ら
『
宇

治
拾
遺
』
論
の
集
大
成
を
発
表
す
る
。
そ
の
論
考
は
、
「
説
話
の
言
述
―
『
宇
治

拾
遺
物
語
』
か
ら
―
」
（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
第
七
集

中
世
説
話
文

学
の
世
界
』
清
文
堂
、
一
九
九
七
年
十
月
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
氏
の
著
書
『
言

述
論
―for

説
話
集
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
に
「
Ⅰ

説
話
の
言
述
―
説

話
語
り
の
言
語
過
程
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
竹
村
氏
は
、
フ
ー
コ
ー
の
言

説
論
や
バ
フ
チ
ン
の
対
話
論
な
ど
、
「
実
に
多
様
な
現
代
思
想
へ
の
思
索
を
コ
ン

テ
ク
ス
ト
と
し
」

、
テ
キ
ス
ト
の
表
現
性
の
分
析
を
、
「
「
ま
と
ま
っ
た
こ
と
が

*48

ら
を
伝
達
す
る
」
過
程
に
お
け
る
、
「
話
し
手
を
世
界
の
現
実
へ
と
つ
ね
に
新
た

に
結
び
つ
け
直
す
」
物
語
行
為
＝
言
表
行
為
＝
言
語
行
為
の
「
一
回
限
り
」
の
行

為
性
、
出
来
事
性
」

を
め
ぐ
る
分
析
で
あ
る
「
言
述
論
」
と
し
て
『
宇
治
拾
遺
』

*49

の
表
現
性
を
捉
え
直
す
。
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性

を
、
テ
キ
ス
ト
全
般
に
関
わ
る
「
言
述
論
」
と
し
て
捉
え
直
し
た
点
で
、
竹
村
氏

の
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
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こ
こ
を
出
発
点
と
し
、
竹
村
氏
は
「
宇
治
拾
遺
の
表
現
性
の
成
立
す
る
と
こ
ろ
と

は
、
享
受
者
の
“
読
み
”
が
生
成
さ
れ
る
と
こ
ろ
」
と
し
、
“
読
み
”
が
「
成
立

す
る
条
件
、
前
提
と
い
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
、
そ
こ
か
ら
作
品
の
表
現

位
相
を
窺
お
う
」

と
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
注
目
し
て
き
た
四
氏
が
言
及

*45

し
て
き
た
手
法
で
第
二
十
段
を
分
析
す
る
。
第
二
十
段
は
天
下
干
魃
、
六
十
人
の

僧
に
よ
る
祈
雨
も
験
な
く
、
世
の
人
々
は
皆
慨
歎
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
増
命
が

異
例
の
抜
擢
で
祈
雨
僧
に
選
出
、
増
命
は
見
事
に
期
待
に
応
え
、
降
雨
に
至
る
と

い
う
説
話
内
容
を
も
つ
章
段
で
あ
る
。
一
読
す
れ
ば
、
増
命
の
法
験
を
称
賛
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
四
氏
の
言
及
し
て
き
た
手
法
で
分
析
す
る
と
、
「
増

命
の
名
利
を
求
め
る
姿
を
描
く
も
の
と
な
る
」
と
読
み
替
え
が
起
こ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
更
に
そ
の
仕
掛
け
と
し
て
、
祈
雨
日
記
や
僧
伝
な
ど
に
見
ら
れ
る
祈
雨

法
験
譚
の
文
体
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

賞
を
き
そ
い
、
験
を
主
張
し
、
自
ら
を
称
揚
す
る
寺
家
僧
侶
の
様
態
を
写
し

と
ど
め
た
も
の
が
こ
れ
ら
の
記
録
（
稿
者
注
：
祈
雨
日
記
・
祈
雨
法
記
な
ど
）

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
名
利
は
賞
賛
の
文
体
に
内
在
す
る
。
宇
治
拾
遺
話
に
お

け
る
文
体
の
模
倣
は
、
さ
よ
う
な
祈
雨
法
験
譚
の
二
面
性
の
発
見
に
基
づ
き
、

そ
れ
を
暴
こ
う
と
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
*46

か
よ
う
に
第
二
十
段
で
は
祈
雨
記
録
の
文
体
模
倣
が
為
さ
れ
、
そ
れ
に
気
づ
い
た

読
み
手
は
増
命
の
名
利
を
求
め
る
俗
な
姿
に
よ
り
一
層
目
が
向
い
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
竹
村
氏
も
言
及
す
る
よ
う
に
、
読
み
手
が
文
体
模

倣
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
表
現
は
成
立
し
な
い
。
ま
さ
に
「
読
者
の
才
に
応
じ
て
多

彩
な
風
貌
を
覗
か
せ
」
る
の
で
あ
る
。

更
に
竹
村
氏
は
他
の
章
段
に
も
注
目
し
、
文
体
の
他
に
も
モ
ノ
・
コ
ト
の
モ
テ

ィ
ー
フ
や
話
型
な
ど
の
読
み
手
の
「
才
」
（
＝
〈
知
〉
）
を
読
み
手
自
身
が
各
章
段

に
参
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
が
新
た
な
形
で
成
立
す
る

こ
と
を
例
証
し
て
い
く
。
加
え
て
、
そ
の
よ
う
な
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
が
、

同
時
代
の
諸
テ
キ
ス
ト
の
表
現
性
と
相
同
性
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
言

及
し
、
次
の
よ
う
に
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

む
し
ろ
作
品
は
自
己
確
定
を
保
留
し
つ
づ
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
さ
え
見
え

る
。
し
か
も
、
相
対
化
は
宇
治
拾
遺
に
限
ら
な
い
。
宇
治
拾
遺
と
は
、
相
対

化
を
目
的
化
し
た
よ
う
な
表
現
世
界
の
形
成
を
背
景
に
、
多
線
化
し
た
意
味

の
系
列
を
上
述
の
手
法
を
も
っ
て
作
品
に
仕
掛
け
、
意
味
系
列
間
の
懸
隔
、

つ
ま
り
差
異
を
往
還
す
る
“
読
み
”
と
そ
の
興
趣
を
こ
そ
物
語
空
間
に
実
現

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
*47

ま
た
、
竹
村
氏
は
こ
の
約
六
年
後
、
Ｍ
・
バ
フ
チ
ン
な
ど
を
援
用
し
な
が
ら
『
宇

治
拾
遺
』
論
の
集
大
成
を
発
表
す
る
。
そ
の
論
考
は
、
「
説
話
の
言
述
―
『
宇
治

拾
遺
物
語
』
か
ら
―
」
（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
第
七
集

中
世
説
話
文

学
の
世
界
』
清
文
堂
、
一
九
九
七
年
十
月
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
氏
の
著
書
『
言

述
論
―for

説
話
集
論
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
に
「
Ⅰ

説
話
の
言
述
―
説

話
語
り
の
言
語
過
程
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
竹
村
氏
は
、
フ
ー
コ
ー
の
言

説
論
や
バ
フ
チ
ン
の
対
話
論
な
ど
、
「
実
に
多
様
な
現
代
思
想
へ
の
思
索
を
コ
ン

テ
ク
ス
ト
と
し
」

、
テ
キ
ス
ト
の
表
現
性
の
分
析
を
、
「
「
ま
と
ま
っ
た
こ
と
が

*48

ら
を
伝
達
す
る
」
過
程
に
お
け
る
、
「
話
し
手
を
世
界
の
現
実
へ
と
つ
ね
に
新
た

に
結
び
つ
け
直
す
」
物
語
行
為
＝
言
表
行
為
＝
言
語
行
為
の
「
一
回
限
り
」
の
行

為
性
、
出
来
事
性
」

を
め
ぐ
る
分
析
で
あ
る
「
言
述
論
」
と
し
て
『
宇
治
拾
遺
』

*49

の
表
現
性
を
捉
え
直
す
。
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性

を
、
テ
キ
ス
ト
全
般
に
関
わ
る
「
言
述
論
」
と
し
て
捉
え
直
し
た
点
で
、
竹
村
氏

の
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
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以
上
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
が
ど
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
き
た
の
か
を
見

て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
及
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
各
氏
の
関
心
に
従
っ
て
述

べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り

、
そ
こ
に
目
を
向
け
ず
に
論
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ

*50

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
竹
村
氏
も
総
括
し
て
い
た
よ
う
に
、
表
現
性

に
つ
い
て
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
は
重
な
り
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
点
を
考
慮

す
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
諸
氏
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
を
総
括
す
る
こ
と
は
無
意

味
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
稿
者
の
関
心
が
竹
村
氏
の
「
言
述
論
」
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
中
心
に
他
の
氏
の
論
を
援
用
し
て
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現

性
に
つ
い
て
述
べ
直
す
と
、
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
か
。

【
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
志
向
】

○
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
言
述
は
、
「
世
界
」
に
流
通
し
て
い
る
複
数
の
“
こ

と
ば
”
を
「
鋭
敏
な
聴
覚
」
を
も
っ
て
認
知
す
る
〈
発
話
主
体
〉
が
、
伝
え
ら
れ

る
〈
他
者
の
こ
と
ば
〉
、
ま
た
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
「
他
者
の
言
葉
」
、
〈
読
者
〉
や

場
の
返
答
と
し
て
予
期
さ
れ
る
“
こ
と
ば
”
な
ど
へ
の
応
答
と
し
て
彼
の
“
言
葉

の
パ
レ
ッ
ト
”
か
ら
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
“
こ
と
ば
の
ジ
ャ
ン
ル
”
（
＝
言
説
性
）

を
認
知
、
選
択
し
、
こ
れ
ら
を
展
開
さ
せ
、
そ
の
展
開
の
全
体
を
発
話
行
為
の
現

在
に
捉
え
直
す
こ
と
で
彼
の
現
在
に
か
か
わ
る
問
題
領
域
を
開
い
て
い
く
、
そ
う

し
た
過
程
と
し
て
あ
る
」

。
*51

○
「
選
択
さ
れ
た
“
こ
と
ば
の
ジ
ャ
ン
ル
”
の
い
ち
い
ち
が
こ
れ
に
適
応
（
＝
一

体
化
）
し
て
み
せ
る
〈
語
る
主
体
〉
た
ち
を
介
し
て
演
じ
ら
れ
、
そ
の
演
技
を
つ

う
じ
て
語
り
が
生
成
、
展
開
」

。
*52

・
「
選
択
と
い
い
、
一
体
化
す
る
演
技
（
＝
“
適
応
”
）
と
い
い
、
し
か
し
そ
れ

ら
の
応
答
の
様
態
は
、
対
象
や
そ
れ
を
め
ぐ
る
「
他
者
の
言
葉
」
の
“
こ
と
ば
の

ジ
ャ
ン
ル
”
性
（
＝
言
説
性
）
へ
の
親
和
的
な
同
化
、
予
期
さ
れ
る
〈
読
者
〉
や

場
の
返
答
の
“
こ
と
ば
の
ジ
ャ
ン
ル
”
性
（
＝
言
説
性
）
へ
の
相
即
的
な
随
順
と

し
て
あ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。（
中
略
：
稿
者
）
す
な
わ
ち
、
応
答
し
て
の
発
話
は
、

認
知
選
択
さ
れ
た
“
こ
と
ば
の
ジ
ャ
ン
ル
”
に
一
体
化
し
て
語
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
な
が
ら
、
そ
れ
と
相
即
的
に
同
化
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
演
技
の
内
に

別
の
視
点
、
違
和
異
義
反
論
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
も
行
為
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
」

。
*53

○
右
記
の
具
体
と
し
て

【
説
話
行
為
、
言
語
行
為
】

（
Ⅰ
）
「
没
主
体
的
」
に
、
登
場
人
物
の
問
答
や
行
動
に
よ
っ
て
話
が
展
開
し
、

「
面
白
さ
が
よ
り
興
味
本
位
的
」
に
な
る
語
り
。

（
Ⅱ
）
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
を
響
か
せ
た
り
、
文
体
を
模
倣
し

た
り
し
つ
つ
、
一
方
で
そ
れ
ら
と
の
落
差
を
仕
組
む
語
り
（
＝
〈
も
ど
き
〉
）
。

（
Ⅲ
）
「
同
語
・
同
音
異
義
語
・
語
形
の
類
似
す
る
語
の
反
復
使
用
」
と
い
っ
た

言
語
遊
戯
に
よ
る
「
意
味
の
減
殺
や
重
層
化
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

読
み
手
の
視
線
の
分
散
」
。

（
Ⅳ
）
説
話
内
容
と
話
末
評
と
の
齟
齬
。

（
Ⅴ
）
戯
笑
に
よ
る
意
味
の
は
ぐ
ら
か
し
。

【
編
纂
行
為
】

（
Ⅵ
）
『
宇
治
拾
遺
』
内
の
「
既
に
記
さ
れ
た
説
話
を
想
起
さ
せ
」
、
「
説
話
の
中

心
的
・
主
題
的
な
部
分
」
や
「
周
辺
」
的
な
部
分
と
の
「
連
想
、
対
比
、
転
換
」

に
よ
り
、
「
眼
前
に
読
み
進
め
て
い
る
説
話
の
読
み
を
刺
激
し
、
動
揺
さ
せ
て
」
、

「
よ
り
拡
が
っ
た
説
話
世
界
を
形
成
」
。

（
Ⅶ
）
説
話
同
士
の
「
連
想
・
転
換
・
対
比
」
な
ど
に
よ
り
、
「
『
宇
治
拾
遺
物

語
』
と
い
う
世
界
の
中
で
連
続
し
た
統
一
体
を
形
成
し
て
い
る
、
と
い
う
か
ん
じ
」

、
、
、

を
読
み
手
に
与
え
た
り
、
そ
れ
を
裏
切
っ
た
り
す
る
（
＝
「
一
義
的
な
意
味
づ
け

の
拒
否
」
）
。

（
Ⅷ
）
上
記
の
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に
、
説
話
内
容
、
表
現
の
類
似
、
読
み
手

が
連
想
し
や
す
い
説
話
の
『
宇
治
拾
遺
』
へ
の
収
録
、
説
話
分
布
の
工
夫
。

四

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
章
段
分
析
の
実
際

こ
こ
ま
で
『
宇
治
拾
遺
』
の
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
表
現
性
に
つ
い
て

見
て
き
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
収
録
さ
れ
た
章
段
を
分
析
す
る

際
の
観
点
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
提
示
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
ⅰ
）
『
宇
治
拾
遺
』
の
テ
キ
ス
ト
観

・
「
宇
治
拾
遺
は
才
ほ
ど
読
む
。
読
者
の
才
に
応
じ
て
多
彩
な
風
貌
を
覗
か
せ
る
」
。

・
「
「
読
者
を
眩
惑
し
、
は
ぐ
ら
か
し
、
煙
に
ま
く
、
し
た
た
か
な
〈
語
り
〉
」
と

戯
笑
性
」
。

・
「
『
宇
治
拾
遺
』
は
、
説
話
の
読
み
に
お
け
る
享
楽
性
を
追
求
し
た
説
話
集
」
。

・
「
語
ら
れ
る
話
を
一
律
に
秩
序
づ
け
る
こ
と
と
は
無
縁
な
精
神
性
」
。

（
ⅱ
）
同
話
・
類
話
と
の
比
較

・
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
に
お
い
て
違
い
は
見
ら
れ
る
の
か
。

・
『
宇
治
拾
遺
』
話
に
し
か
見
ら
れ
な
い
表
現
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

・
同
話
、
類
話
に
し
か
見
ら
れ
な
い
表
現
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

・
同
じ
よ
う
な
内
容
を
表
し
て
い
な
が
ら
、
表
現
が
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る

か
。

・
同
話
、
類
話
と
の
文
体
の
一
致
度
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

・
同
話
、
類
話
は
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
意
味

づ
け
を
拒
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
成
功
し
て
い
る
の
か
、
失
敗

し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
同
話
、
類
話
の
話
末
評
、
説
話
排
列
、
収
録
さ
れ
た

巻
、
語
り
方
な
ど
か
ら
探
れ
る
の
か
。

（
ⅲ
）
説
話
の
語
ら
れ
方

・
説
話
全
体
の
語
ら
れ
方
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

・
話
末
評
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
説
話
内
容
と
齟
齬
を
き
た
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
。

・
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
ま
た
、
事
実

関
係
に
照
ら
し
て
ど
う
で
あ
る
か
。

・
（
ⅱ
）
で
の
異
な
り
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
因
し
て
い
る
の
か
。
逆
に
異
な

り
が
見
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

・
模
倣
し
て
い
る
話
型
や
文
体
は
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
の
異
な
り
は
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
の
か
。

・
言
語
遊
戯
は
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
現
し
て
い

る
の
か
。

（
ⅳ
）
説
話
排
列
、
説
話
の
位
置

・
説
話
排
列
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
よ
る
ど
の
よ
う
な
「
連

想
・
対
比
・
転
換
」
が
起
こ
り
、
各
章
段
に
ど
の
よ
う
な
読
み
替
え
が
起
こ
る

の
か
、
あ
る
い
は
起
こ
ら
な
い
の
か
。

・
『
宇
治
拾
遺
』
内
に
類
似
す
る
説
話
内
容
や
類
似
す
る
表
現
を
も
つ
章
段
は
あ

る
の
か
。
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
と
ど
の
よ
う
な
「
連
想
・
対
比
・
転
換
」
が
起
こ

り
、
各
章
段
に
ど
の
よ
う
な
読
み
替
え
が
起
こ
る
の
か
、
あ
る
い
は
起
こ
ら
な

い
の
か
。

（
ⅴ
）
各
章
段
の
言
述

・
（
ⅱ
）
（
ⅲ
）
（
ⅳ
）
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
言
説
と
対
話
し
、
ど
の
よ
う
な
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の
拒
否
」
）
。

（
Ⅷ
）
上
記
の
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に
、
説
話
内
容
、
表
現
の
類
似
、
読
み
手

が
連
想
し
や
す
い
説
話
の
『
宇
治
拾
遺
』
へ
の
収
録
、
説
話
分
布
の
工
夫
。

四

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
章
段
分
析
の
実
際

こ
こ
ま
で
『
宇
治
拾
遺
』
の
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
表
現
性
に
つ
い
て

見
て
き
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
『
宇
治
拾
遺
』
に
収
録
さ
れ
た
章
段
を
分
析
す
る

際
の
観
点
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
提
示
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
ⅰ
）
『
宇
治
拾
遺
』
の
テ
キ
ス
ト
観

・
「
宇
治
拾
遺
は
才
ほ
ど
読
む
。
読
者
の
才
に
応
じ
て
多
彩
な
風
貌
を
覗
か
せ
る
」
。

・
「
「
読
者
を
眩
惑
し
、
は
ぐ
ら
か
し
、
煙
に
ま
く
、
し
た
た
か
な
〈
語
り
〉
」
と

戯
笑
性
」
。

・
「
『
宇
治
拾
遺
』
は
、
説
話
の
読
み
に
お
け
る
享
楽
性
を
追
求
し
た
説
話
集
」
。

・
「
語
ら
れ
る
話
を
一
律
に
秩
序
づ
け
る
こ
と
と
は
無
縁
な
精
神
性
」
。

（
ⅱ
）
同
話
・
類
話
と
の
比
較

・
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
に
お
い
て
違
い
は
見
ら
れ
る
の
か
。

・
『
宇
治
拾
遺
』
話
に
し
か
見
ら
れ
な
い
表
現
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

・
同
話
、
類
話
に
し
か
見
ら
れ
な
い
表
現
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

・
同
じ
よ
う
な
内
容
を
表
し
て
い
な
が
ら
、
表
現
が
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る

か
。

・
同
話
、
類
話
と
の
文
体
の
一
致
度
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

・
同
話
、
類
話
は
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
意
味

づ
け
を
拒
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
成
功
し
て
い
る
の
か
、
失
敗

し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
を
同
話
、
類
話
の
話
末
評
、
説
話
排
列
、
収
録
さ
れ
た

巻
、
語
り
方
な
ど
か
ら
探
れ
る
の
か
。

（
ⅲ
）
説
話
の
語
ら
れ
方

・
説
話
全
体
の
語
ら
れ
方
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。

・
話
末
評
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
説
話
内
容
と
齟
齬
を
き
た
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
。

・
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
ま
た
、
事
実

関
係
に
照
ら
し
て
ど
う
で
あ
る
か
。

・
（
ⅱ
）
で
の
異
な
り
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
因
し
て
い
る
の
か
。
逆
に
異
な

り
が
見
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

・
模
倣
し
て
い
る
話
型
や
文
体
は
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
の
異
な
り
は
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
の
か
。

・
言
語
遊
戯
は
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
現
し
て
い

る
の
か
。

（
ⅳ
）
説
話
排
列
、
説
話
の
位
置

・
説
話
排
列
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
よ
る
ど
の
よ
う
な
「
連

想
・
対
比
・
転
換
」
が
起
こ
り
、
各
章
段
に
ど
の
よ
う
な
読
み
替
え
が
起
こ
る

の
か
、
あ
る
い
は
起
こ
ら
な
い
の
か
。

・
『
宇
治
拾
遺
』
内
に
類
似
す
る
説
話
内
容
や
類
似
す
る
表
現
を
も
つ
章
段
は
あ

る
の
か
。
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
と
ど
の
よ
う
な
「
連
想
・
対
比
・
転
換
」
が
起
こ

り
、
各
章
段
に
ど
の
よ
う
な
読
み
替
え
が
起
こ
る
の
か
、
あ
る
い
は
起
こ
ら
な

い
の
か
。

（
ⅴ
）
各
章
段
の
言
述

・
（
ⅱ
）
（
ⅲ
）
（
ⅳ
）
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
言
説
と
対
話
し
、
ど
の
よ
う
な
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言
説
を
参
照
し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
領
域
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
応
答
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
（
ⅰ
）
～
（
ⅴ
）
の
観
点
で
以
て
、
実
際
に
『
宇
治
拾
遺
』
の
章
段
に
お
け

る
分
析
の
具
体
を
提
示
し
て
み
た
い
。

ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
第
一
段
で
あ
る
。
こ
の
章
段
は
仏
教
に
関
係
す
る
説
話

内
容
だ
か
ら
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
僧
と
女
性
と
の
交
接
と
い
う
い
か
が
わ
し
い

要
素
が
含
ま
れ
る
か
ら
か
、
高
等
学
校
用
国
語
科
教
科
書
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な

い
。
一
方
で
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
表
現
性
を
端
的
に
表
し
て
い
る
章
段
と
し
て
、

『
宇
治
拾
遺
』
研
究
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
章
段
で
も
あ
る
。

『
宇
治
拾
遺
』
第
一
段
の
梗
概
は
以
下
の
通
り
。
能
読
の
道
命
阿
闍
梨
が
和
泉

式
部
と
の
交
接
の
後
、
「
心
を
す
ま
し
て
」
法
華
経
を
読
み
、
ま
ど
ろ
ん
で
い
る

と
、
道
祖
神
が
道
命
の
ま
え
に
現
れ
る
。
道
命
が
わ
け
を
聞
く
と
、
「
こ
よ
ひ
は

御
行
水
も
候
は
で
」
法
華
経
を
読
ん
だ
の
で
、
普
段
聴
聞
に
来
て
い
る
梵
天
や
帝

釈
天
が
汚
れ
を
厭
い
、
聴
聞
に
来
な
か
っ
た
の
で
そ
の
隙
に
や
っ
て
き
た
と
言
う

の
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
出
来
事
が
語
ら
れ
た
後
、
『
往
生
要
集
』
の
書
き
手
と

し
て
著
名
な
源
信
が
「
念
仏
、
読
経
、
死
威
儀
を
や
ぶ
る
事
な
か
れ
」
と
「
い
ま

し
め
」
て
結
ば
れ
る
。

同
話
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
『
古
事
談
』
第
二
百
三
十
一
段
が
あ
る
。
こ

の
章
段
で
は
、
「
其
の
音
声
微
妙
に
し
て
、
読
経
の
時
、
聞
く
人
み
な
道
心
を
発

す
」
と
道
命
の
能
読
ぶ
り
が
初
め
に
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
直
後
、
「
但
し
好
色
無

双
の
人
な
り
」
と
語
ら
れ
、
第
一
段
と
同
様
の
出
来
事
が
展
開
さ
れ
る
。

『
宇
治
拾
遺
』
第
一
段
と
『
古
事
談
』
第
二
百
三
十
一
段
と
を
比
較
す
る
と
、

（
Ａ
）
『
古
事
談
』
話
は
能
読
の
道
命
の
好
色
め
い
た
逸
話
と
し
て
第
三
者
の
説

明
的
な
語
り
で
語
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
『
宇
治
拾
遺
』
話
は
道
命
と
道
祖
神
と

の
問
答
を
中
心
に
説
話
が
語
ら
れ
、
〈
発
話
主
体
〉
の
意
義
づ
け
は
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。

（
Ｂ
）
『
古
事
談
』
話
は
記
録
体
で
語
ら
れ
て
い
る
が
、
『
宇
治
拾
遺
』
話
は
和

文
体
で
あ
る
。

（
Ｃ
）
不
浄
説
法
に
対
す
る
源
信
に
よ
る
戒
め
と
い
う
後
日
談
が
『
宇
治
拾
遺
』

話
に
は
付
さ
れ
る
。
『
古
事
談
』
話
に
は
付
さ
れ
な
い
。

（
Ｄ
）
『
古
事
談
』
話
で
は
「
五
条
西
洞
院
の
辺
に
侍
る
翁
な
り
」
と
し
か
述
べ

ら
れ
な
い
が
、
『
宇
治
拾
遺
』
話
で
は
、
本
文
中
に
は
「
五
条
の
斎
」
と
、
標
題

に
は
「
道
祖
神
」
と
、
「
翁
」
が
道
祖
神
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

な
ど
大
き
く
四
つ
の
異
な
り
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
『
宇
治

拾
遺
』
第
一
段
を
分
析
し
て
い
く
。

ま
ず
、
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
（
Ｄ
）
に
関
わ
っ
て
、
『
宇
治
拾
遺
』
第
一
段
で
は
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
コ
ト
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
が
ど
の
よ
う
に
響
か
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
探
っ

て
み
た
い
。
ま
ず
、
道
命
に
関
す
る
説
話
は
諸
テ
キ
ス
ト
に
散
見
で
き
、
例
え
ば

『
法
華
験
記
』
巻
下
第
八
十
六
に
は
、
あ
る
老
僧
が
、
「
金
峰
山
の
蔵
王
・
熊
野

権
現
・
住
吉
大
明
神
」
が
道
命
の
読
経
の
聴
聞
に
や
っ
て
来
、
「
住
吉
明
神
」
が

「
松
尾
明
神
」
に
対
し
て
「
日
本
国
の
中
に
、
巨
多
の
法
華
を
持
す
る
人
あ
り
と

い
へ
ど
も
、
こ
の
阿
闍
梨
を
も
て
最
第
一
と
な
す
」
と
言
う
の
を
夢
に
見
た
と
い

う
逸
話
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
も
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
、
道
命
の
読
経

に
つ
い
て
、
「
其
ノ
音
微
妙
ニ
シ
テ
、
聞
ク
人
皆
首
ヲ
低
ケ
不
貴
ズ
ト
云
フ
事
無

シ
」
と
、
道
命
に
関
し
て
は
能
読
の
僧
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
性
が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

ま
た
、『
古
事
談
』
話
に
は
見
ら
れ
な
い
「
道
祖
神
」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

「
道
祖
神
」
に
つ
い
て
は
、
三
谷
榮
一
氏
が
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

サ
エ
の
神
、
道
祖
神
、
道
陸
神
と
い
わ
れ
、
木
や
石
の
男
根
を
祭
る
の
は
全

国
的
と
い
っ
て
よ
く
、（
中
略
：
稿
者
）
特
に
群
馬
・
神
奈
川
・
長
野
・
山
梨

・
伊
豆
な
ど
の
地
方
で
は
男
女
の
双
体
の
石
像
が
多
く
、
露
骨
な
交
合
の
姿

態
を
見
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。（
中
略
：
稿
者
）

（
稿
者
補
：
『
宇
治
拾
遺
』
第
一
段
の
中
で
）
夢
に
出
現
す
る
と
い
う
の
は
、
更

に
暁
に
お
け
る
両
人
の
同
衾
を
意
味
し
、
一
層
好
色
を
強
め
て
い
る
。
*54

性
器
を
象
っ
た
り
、
男
女
の
交
接
の
姿
態
を
象
っ
た
り
し
た
形
態
を
も
つ
「
道
祖

神
」
モ
テ
ィ
ー
フ
性
に
よ
り
、
僧
と
女
と
の
交
接
を
語
る
第
一
段
に
性
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
強
調
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
道
祖
神
は
道
命
の
読
経
聴
聞
に

来
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
「
世
々
生
々
忘
が
た
く
候
」
、
「
う
け
た
ま
は
り
さ
ぶ

ら
ひ
ぬ
る
事
の
、
忘
が
た
く
候
也
」
と
喜
悦
す
る
様
が
ひ
と
き
わ
強
調
さ
れ
て
い

る
。更

に
、
和
泉
式
部
と
「
臥
し
」
た
後
、
「
御
行
水
も
候
は
で
」
「
経
を
、
心
を

す
ま
し
て
読
」
み
、
「
五
条
の
斎
」
（
＝
道
祖
神
）
を
喜
悦
さ
せ
る
と
い
う
道
命
の

行
為
。
末
尾
に
見
え
る
高
僧
源
信
の
言
か
ら
は
、
道
命
の
不
浄
説
法
に
対
す
る
批

難
を
聴
取
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
道
祖
神
の
喜
び
に
満
ち
た

声
に
対
し
て
耳
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
道
祖
神
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
、

普
段
は
「
梵
天
・
帝
釈
」
の
聴
聞
の
故
、
近
づ
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
道
祖
神

を
、
読
経
の
功
徳
に
与
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
度
の
道
命
の
説
法
は
利
他
行
の
実
践
と
し
て
も
見
え
て
く
る
こ
と
に

な
る
。
不
浄
説
法
に
対
す
る
批
難
か
、
不
浄
説
法
故
の
利
他
行
の
実
践
に
対
す
る

称
賛
か
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
第
一
段

を
一
義
的
に
捉
え
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
。

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
『
法
華
験
記
』
話
に
お
い
て
見
ら
れ
た
、
素
晴
ら
し
い
読

経
に
よ
り
、
格
の
高
い
神
が
多
く
聴
聞
に
や
っ
て
く
る
と
点
と
、
第
一
段
で
格
の

低
い
神
で
あ
る
道
祖
神
が
聴
聞
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
点
を
比
べ
れ
ば
、
第
一
段

は
『
法
華
験
記
』
話
の
よ
う
な
法
華
経
能
読
譚
の
パ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
但
し
、
『
法
華
験
記
』
話
の
よ

う
な
漢
文
体
、
も
し
く
は
漢
文
訓
読
体
の
文
体
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
意

図
的
に
模
倣
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
。

そ
し
て
（
Ｃ
）
に
関
わ
っ
て
、
第
一
段
末
の
源
信
の
言
葉
に
着
目
し
た
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
森
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
物
語
に
は
じ
め
て
接
し
た
と
し
て
も
、
物
語
本
文
か
ら
、
好
色
と
読
経

の
両
価
併
存
、
あ
る
い
は
価
値
の
相
対
化
と
い
う
こ
と
を
読
み
と
っ
た
と
考

え
て
い
る
読
者
も
、
評
語
が
問
題
を
著
し
く
一
面
化
し
、
ね
じ
ま
げ
て
い
る

と
感
じ
て
当
惑
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
*55

源
信
の
言
で
代
用
し
な
が
ら
、
不
浄
説
法
を
戒
め
る
立
場
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
第
一
段
で
あ
る
が
、
説
話
内
容
と
の
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
と
言
う
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
物
語
の
主
題
ら
し
き
も
の
を
、
評
語
は
無
効
に
し
て
し

ま
」

い
、
結
局
こ
こ
で
も
第
一
段
は
、
一
義
的
な
意
味
づ
け
か
ら
解
放
さ
れ
る

*56

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
『
古
事
談
』
第
二
三
一
段
と
の
異
な
り
を
中
心
に
第
一
段
が
ど
の

よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
き
た
が
、
説
話
排
列
を
視
野
に
入
れ
る
と
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
続
く
第
二
段
は
、
平
茸

は
「
や
る
か
た
も
な
く
」
多
く
生
え
る
篠
村
の
人
々
が
夢
で
、
「
頭
お
つ
か
み
な

る
法
師
ど
も
の
、
二
三
十
斗
」
が
別
れ
を
告
げ
に
来
る
の
を
見
る
。
す
る
と
、
翌

年
か
ら
平
茸
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
説
法
な
ら
び
な
き
」

忠
胤
が
、
「
不
浄
説
法
す
る
法
師
、
平
茸
に
生
ま
る
、
と
い
ふ
事
の
あ
る
物
を
」

と
言
っ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
「
平
茸
は
食
は
ざ
ら
ん
に
、
事
か
く
ま
じ
き
物
な

り
と
ぞ
」
と
の
話
末
評
で
結
ば
れ
る
。

第
一
段
の
不
浄
説
法
を
し
た
道
命
と
第
二
段
の
平
茸
に
転
生
し
て
い
た
と
い
う
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・
伊
豆
な
ど
の
地
方
で
は
男
女
の
双
体
の
石
像
が
多
く
、
露
骨
な
交
合
の
姿

態
を
見
せ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。（
中
略
：
稿
者
）

（
稿
者
補
：
『
宇
治
拾
遺
』
第
一
段
の
中
で
）
夢
に
出
現
す
る
と
い
う
の
は
、
更

に
暁
に
お
け
る
両
人
の
同
衾
を
意
味
し
、
一
層
好
色
を
強
め
て
い
る
。
*54

性
器
を
象
っ
た
り
、
男
女
の
交
接
の
姿
態
を
象
っ
た
り
し
た
形
態
を
も
つ
「
道
祖

神
」
モ
テ
ィ
ー
フ
性
に
よ
り
、
僧
と
女
と
の
交
接
を
語
る
第
一
段
に
性
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
強
調
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
道
祖
神
は
道
命
の
読
経
聴
聞
に

来
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
「
世
々
生
々
忘
が
た
く
候
」
、
「
う
け
た
ま
は
り
さ
ぶ

ら
ひ
ぬ
る
事
の
、
忘
が
た
く
候
也
」
と
喜
悦
す
る
様
が
ひ
と
き
わ
強
調
さ
れ
て
い

る
。更

に
、
和
泉
式
部
と
「
臥
し
」
た
後
、
「
御
行
水
も
候
は
で
」
「
経
を
、
心
を

す
ま
し
て
読
」
み
、
「
五
条
の
斎
」
（
＝
道
祖
神
）
を
喜
悦
さ
せ
る
と
い
う
道
命
の

行
為
。
末
尾
に
見
え
る
高
僧
源
信
の
言
か
ら
は
、
道
命
の
不
浄
説
法
に
対
す
る
批

難
を
聴
取
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
道
祖
神
の
喜
び
に
満
ち
た

声
に
対
し
て
耳
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
道
祖
神
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
、

普
段
は
「
梵
天
・
帝
釈
」
の
聴
聞
の
故
、
近
づ
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
道
祖
神

を
、
読
経
の
功
徳
に
与
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
度
の
道
命
の
説
法
は
利
他
行
の
実
践
と
し
て
も
見
え
て
く
る
こ
と
に

な
る
。
不
浄
説
法
に
対
す
る
批
難
か
、
不
浄
説
法
故
の
利
他
行
の
実
践
に
対
す
る

称
賛
か
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
コ
ト
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
第
一
段

を
一
義
的
に
捉
え
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
。

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
『
法
華
験
記
』
話
に
お
い
て
見
ら
れ
た
、
素
晴
ら
し
い
読

経
に
よ
り
、
格
の
高
い
神
が
多
く
聴
聞
に
や
っ
て
く
る
と
点
と
、
第
一
段
で
格
の

低
い
神
で
あ
る
道
祖
神
が
聴
聞
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
点
を
比
べ
れ
ば
、
第
一
段

は
『
法
華
験
記
』
話
の
よ
う
な
法
華
経
能
読
譚
の
パ
ロ
デ
ィ
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
但
し
、
『
法
華
験
記
』
話
の
よ

う
な
漢
文
体
、
も
し
く
は
漢
文
訓
読
体
の
文
体
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
意

図
的
に
模
倣
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
。

そ
し
て
（
Ｃ
）
に
関
わ
っ
て
、
第
一
段
末
の
源
信
の
言
葉
に
着
目
し
た
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
森
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
物
語
に
は
じ
め
て
接
し
た
と
し
て
も
、
物
語
本
文
か
ら
、
好
色
と
読
経

の
両
価
併
存
、
あ
る
い
は
価
値
の
相
対
化
と
い
う
こ
と
を
読
み
と
っ
た
と
考

え
て
い
る
読
者
も
、
評
語
が
問
題
を
著
し
く
一
面
化
し
、
ね
じ
ま
げ
て
い
る

と
感
じ
て
当
惑
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
*55

源
信
の
言
で
代
用
し
な
が
ら
、
不
浄
説
法
を
戒
め
る
立
場
で
語
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
第
一
段
で
あ
る
が
、
説
話
内
容
と
の
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
と
言
う
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
「
物
語
の
主
題
ら
し
き
も
の
を
、
評
語
は
無
効
に
し
て
し

ま
」

い
、
結
局
こ
こ
で
も
第
一
段
は
、
一
義
的
な
意
味
づ
け
か
ら
解
放
さ
れ
る

*56

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
『
古
事
談
』
第
二
三
一
段
と
の
異
な
り
を
中
心
に
第
一
段
が
ど
の

よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
き
た
が
、
説
話
排
列
を
視
野
に
入
れ
る
と
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
続
く
第
二
段
は
、
平
茸

は
「
や
る
か
た
も
な
く
」
多
く
生
え
る
篠
村
の
人
々
が
夢
で
、
「
頭
お
つ
か
み
な

る
法
師
ど
も
の
、
二
三
十
斗
」
が
別
れ
を
告
げ
に
来
る
の
を
見
る
。
す
る
と
、
翌

年
か
ら
平
茸
は
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
説
法
な
ら
び
な
き
」

忠
胤
が
、
「
不
浄
説
法
す
る
法
師
、
平
茸
に
生
ま
る
、
と
い
ふ
事
の
あ
る
物
を
」

と
言
っ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
「
平
茸
は
食
は
ざ
ら
ん
に
、
事
か
く
ま
じ
き
物
な

り
と
ぞ
」
と
の
話
末
評
で
結
ば
れ
る
。

第
一
段
の
不
浄
説
法
を
し
た
道
命
と
第
二
段
の
平
茸
に
転
生
し
て
い
た
と
い
う
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「
不
浄
説
法
す
る
法
師
」
と
、
両
章
段
は
こ
の
点
に
お
い
て
結
ば
れ
る
。
と
す
れ

ば
、
第
一
段
に
お
い
て
は
道
命
の
不
浄
が
前
面
に
出
る
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
第1

段
は
道
命
の
不
浄
説
法
を
戒
め
る
章
段
だ
っ
た
の
だ
と
読
み
替
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
但
し
、
第
二
段
で
の
「
不
浄
説
法
す
る
法
師
」
は
、
忠
胤
の
言
に
従
え

ば
「
平
茸
」
に
転
生
し
、
結
果
的
に
は
「
篠
村
」
の
人
々
の
生
活
を
助
け
て
い
た

こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
道
命
の
利
他
行
が
前
面
に
出
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
加

え
て
第
二
段
は
森
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
話
末
評
と
説
話
内
容
と
の
齟
齬
が
明

白
で
あ
り
、
「
た
と
え
ば
、
因
果
応
報
た
と
え
ば
不
浄
説
法
の
戒
め
な
ど
、
こ
の

物
語
の
主
題
ら
し
き
も
の
を
、
評
語
は
無
効
に
し
て
し
ま
っ
」

て
い
る
と
い
う
。

*57

そ
の
結
果
、
第
二
段
で
も
一
義
的
な
意
義
づ
け
と
は
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
と
な
り
、

第
一
段
の
道
命
の
行
為
に
決
着
を
つ
け
よ
う
と
す
る
読
み
手
は
こ
こ
で
も
は
ぐ
ら

か
さ
れ
て
し
ま
う
。

で
は
、
『
宇
治
拾
遺
』
内
の
他
の
章
段
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
荒
木
氏
の
優
れ
た
読
書
体
験
が
示
す
と
お
り

、
「
和
泉
式
部
―
男

*58

―
小
式
部
―
法
華
経
」
と
い
う
「
連
環
」
に
よ
り
、
第
三
十
五
段
を
読
み
進
め
る

際
に
、
第
一
段
が
想
起
さ
れ
、
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
十
五
段
は
和
泉
式
部
の
娘
で
あ
る
小
式
部
内
侍
の
許
に
定
頼
中
納
言
が
や
っ

て
来
る
。
定
頼
が
局
の
戸
を
叩
い
て
も
、
小
式
部
内
侍
は
戸
を
開
け
よ
う
と
し
な

い
。
と
い
う
の
も
そ
の
時
、
小
式
部
内
侍
は
「
時
の
関
白
」
と
同
衾
中
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
す
る
と
、
「
美
声
で
知
ら
れ
る
」

定
頼
は
「
経
を
は
た
と
う
ち
あ
げ
」

*59

る
。
こ
れ
を
聞
い
た
小
式
部
内
侍
は
「
「
う
」
と
い
ひ
て
、
う
し
ろ
様
に
こ
そ
、

臥
し
か
へ
」
っ
て
し
ま
う
。
小
式
部
内
侍
と
同
衾
中
で
あ
っ
た
の
は
「
時
の
関
白
」

で
あ
っ
て
、
読
経
を
し
た
定
頼
で
は
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
和
泉
式
部
と
交

接
後
に
読
経
を
し
た
道
命
と
は
異
な
る
。
但
し
、
定
頼
の
美
声
に
よ
る
読
経
を
聴

い
た
際
の
小
式
部
内
侍
の
反
応
、
後
日
談
と
し
て
話
末
に
付
さ
れ
た
「
時
の
関
白
」

の
「
さ
ば
か
り
、
た
へ
が
た
う
、
は
づ
か
し
か
り
し
事
こ
そ
、
な
か
り
し
か
」
と

の
感
想
、
荒
木
氏
に
よ
る
第
三
十
五
段
と
の
連
想
で
小
式
部
内
侍
と
藤
原
教
通
と

の
恋
愛
譚
で
あ
る
第
八
十
五
段
が
想
起
さ
れ
る
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の

第
三
十
五
段
も
性
的
な
雰
囲
気
漂
う
章
段
と
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
第
一
段
の
イ

メ
ー
ジ
を
重
ね
る
読
み
手
は
、
道
命
の
不
浄
さ
が
印
象
に
残
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

が
、
読
経
に
魅
了
さ
れ
る
の
は
道
命
の
相
手
で
あ
る
和
泉
式
部
で
は
な
く
、
格
は

低
く
と
も
神
で
あ
る
道
祖
神
で
あ
り
、
魅
了
で
は
な
く
喜
悦
な
の
で
あ
り
、
第
三

十
五
段
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
第
一
段
を
前
述
し
た
観
点
に
則
し
て
分
析
し
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
の
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
第
一
段
は
、
「
道
命
」
や
「
道
祖
神
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
を

利
用
し
た
り
、
法
華
経
能
読
譚
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
り
、
「
道
祖
神
」
の
言
動
を

際
立
て
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
仏
教
〉
と
い
う
問
題
領
域
に
お
け
る
、
利

他
と
戒
不
浄
説
法
に
よ
る
自
利
と
い
う
、
本
来
は
共
に
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
理
一

と
さ
れ
る
も
の

が
対
立
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
一
義
的
に
第

*60

一
段
を
捉
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
更
に
、
〈
語
り
手
〉
が
第
三
者
的
視
点

か
ら
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
道
命
と
道
祖
神
と
の
問
答
に
よ
り
出
来
事
が
展
開

し
て
い
る
こ
と
、
話
末
評
の
代
用
と
な
る
源
信
の
言
も
説
話
内
容
と
齟
齬
を
き
た

し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
『
宇
治
拾
遺
』
内
の
他
の
章
段
と
の
「
連
環
」
な
ど

に
よ
り
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
第
一
段
を
一
つ
の
〈
意
味
〉
に
収
束
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
書
き
手
も
読
み
手
も
言
説
間
で
宙
吊
り
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
第
一
段
は
諸
氏
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
な
『
宇
治

拾
遺
』
の
表
現
性
を
体
現
し
た
章
段
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
一
段
は
前
述
し
た
と
お
り
、
高
等
学
校
用
国
語
科
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い

な
い
章
段
で
あ
る
。
で
は
、
高
等
学
校
用
国
語
科
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
章

段
を
同
様
に
分
析
し
て
み
る
と
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
『
宇
治
拾
遺
』

の
章
段
の
中
で
最
も
高
等
学
校
用
国
語
科
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
第
十
二
段

を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
章
段
は
「
児
の
そ
ら
寝
」
と
し
て
「
国
語
総
合
」
教
科
書

に
採
録
さ
れ
る
よ
く
知
ら
れ
た
章
段
で
あ
る
。

第
十
二
段
は
、
比
叡
山
の
児
と
僧
と
の
や
り
と
り
で
出
来
事
が
展
開
さ
れ
る
。

お
勤
め
を
終
え
た
「
宵
の
つ
れ
づ
れ
に
」
、
僧
た
ち
は
か
い
も
ち
ひ
を
つ
く
る
こ

と
に
す
る
。
す
る
と
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
児
が
、
「
し
い
だ
さ
ん
を
待
ち
て
、
寝

ざ
ら
ん
も
、
わ
ろ
か
り
な
ん
と
思
ひ
て
」
、
寝
た
ふ
り
を
す
る
。
再
三
の
僧
か
ら

の
呼
び
か
け
に
も
応
答
せ
ず
、
寝
た
ふ
り
を
続
け
て
い
る
と
、
僧
た
ち
が
か
い
も

ち
ひ
を
食
べ
る
音
が
し
た
の
で
、
我
慢
で
き
ず
飛
び
起
き
る
。
こ
れ
を
見
た
僧
た

ち
は
「
笑
ふ
事
、
か
ぎ
り
な
し
」
と
し
て
話
は
結
ば
れ
る
。

こ
の
章
段
は
教
科
書
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
竹
村

氏
は
第
十
二
段
に
つ
い
て
、
「
国
語
総
合
」
教
科
書
に
見
ら
れ
る
学
習
の
て
び
き

を
ま
と
め
、
「
一
話
を
狂
言
的
な
笑
話
と
見
な
し
、
児
と
僧
た
ち
と
の
心
理
劇
を

再
構
成
す
る
学
習
へ
の
展
開
を
構
想
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
て
い
る
。
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ま
た
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に
、
例
え
ば
、
第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
新

訂
国
語
総
合
古
典
編
』
の
指
導
書
で
は
、
第
十
二
段
に
つ
い
て
の
「
作
品
鑑
賞
」

の
項
目
に
「
寺
の
児
の
、
少
年
ら
し
い
気
遣
い
が
裏
目
に
出
た
笑
い
話
で
あ
る
」
、

「
大
ら
か
な
人
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
素
直
に
語
ろ
う
と
し
て
い
る
」

と
の
記
述
が
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見
ら
れ
る
。

で
は
、
第
十
二
段
を
分
析
し
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ

ろ
う
か
。
第
十
二
段
は
同
話
・
類
話
関
係
に
見
ら
れ
る
説
話
が
見
ら
れ
ず
、
『
宇

治
拾
遺
』
独
自
の
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
か
ら
見
ら

れ
る
差
異
に
注
目
す
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
第
十
二
段
を
じ
っ
く

り
と
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
読
ん
で
い
る
と
あ
る
点
に
違
和
感
を
抱

く
。
そ
れ
は
、
こ
れ
も
竹
村
氏
が
引
用
し
て
い
る
よ
う
に

、
新
編
日
本
古
典
文

*63

学
全
集
「
鑑
賞
の
手
引
」
に
あ
る
「
仕
え
て
い
る
年
少
者
に
対
し
て
の
丁
重
す
ぎ

る
僧
た
ち
の
言
葉
遣
い
と
対
応
ぶ
り
の
理
由
は
な
に
か
」

と
い
う
点
で
あ
る
。
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「
鑑
賞
の
手
引
」
が
言
及
す
る
の
は
、
「
物
申
し
さ
ぶ
ら
は
む
」
、
「
お
ど
ろ
か
せ

給
へ
」
、
「
幼
き
人
は
寝
入
給
に
け
り
」
と
い
っ
た
、
僧
の
児
に
対
す
る
徹
底
し

た
待
遇
表
現
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
違
和
感
を
表
明
す
る
「
鑑
賞
の
手
引
」
に

は
、
先
の
言
に
続
け
て
「
稚
児
愛
的
な
状
況
を
想
定
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
ら
れ
る
。
「
稚
児
愛
的
な
状
況
」
、
こ
れ
は
諸
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
、
例

え
ば
『
古
今
著
聞
集
』
第
三
百
二
十
三
段
に
は
、
「
み
め
よ
く
心
ざ
ま
ゆ
ふ
」
で

あ
る
「
千
手
」
と
い
う
御
寵
童
が
お
り
、
そ
れ
が
謡
っ
た
今
様
に
心
を
動
か
さ
れ

た
覚
性
法
親
王
が
「
た
へ
か
ね
さ
せ
給
て
、
千
手
を
い
だ
か
せ
給
て
御
寝
所
に
入

御
あ
り
け
り
」
と
、
顕
然
と
稚
児
愛
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
僧

と
児
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
と
し
て
響
く
の
で
あ
る
。

加
え
て
第
十
二
段
と
そ
の
前
後
の
説
話
排
列
に
注
目
し
て
み
る
と
、
第
十
一
段

か
ら
第
十
五
段
ま
で
性
的
な
こ
と
に
関
係
す
る
説
話
が
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
。
性
的
な
文
脈
に
置
か
れ
た
第
十
二
段
は
そ
れ
と
な
く
僧
の
稚
児
愛
的
な

側
面
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
簡
単
に
で
は
あ
る
が
第
十
二
段
を
見
て
き
た
。
第
一
段
と
同
様
の
観
点

で
以
て
分
析
を
し
て
み
る
と
、
第
十
二
段
に
は
僧
の
稚
児
愛
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
重

ね
ら
れ
る
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
時
仏
教
の
メ
ッ
カ

で
あ
っ
た
比
叡
山
延
暦
寺
、
そ
し
て
そ
こ
で
修
行
す
る
僧
の
権
威
、
聖
性
と
い
っ

た
も
の
に
い
か
が
わ
し
さ
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
で
は
、
第
十
二
段
で
は

こ
れ
ら
が
糾
弾
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
そ
こ
ま
で
は
言
え
な
い
。
と
い
う
の

も
、
前
に
見
た
よ
う
に
、
表
向
き
は
「
寺
院
の
日
常
的
情
景
の
中
に
可
憐
な
児
を

ほ
ほ
え
ま
し
く
映
す
」

章
段
と
し
て
見
え
る
よ
う
に
、
表
立
っ
た
批
判
は
見
え
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な
い
の
で
あ
る
。
僧
と
児
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
性
、
僧
の
児
に
対
す

る
徹
底
し
た
待
遇
表
現
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
仕
掛
け
た
説
話
排
列
に
気
づ
く
読
み

手
の
み
が
、
そ
の
幽
か
な
批
評
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
「
読
者
の
才
に
応
じ
て
多
彩
な
風
貌
を
覗
か
せ
る
『
宇
治
拾
遺
』
」
な

の
で
あ
る
。
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に
採
録
さ
れ
る
よ
く
知
ら
れ
た
章
段
で
あ
る
。

第
十
二
段
は
、
比
叡
山
の
児
と
僧
と
の
や
り
と
り
で
出
来
事
が
展
開
さ
れ
る
。

お
勤
め
を
終
え
た
「
宵
の
つ
れ
づ
れ
に
」
、
僧
た
ち
は
か
い
も
ち
ひ
を
つ
く
る
こ

と
に
す
る
。
す
る
と
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
児
が
、
「
し
い
だ
さ
ん
を
待
ち
て
、
寝

ざ
ら
ん
も
、
わ
ろ
か
り
な
ん
と
思
ひ
て
」
、
寝
た
ふ
り
を
す
る
。
再
三
の
僧
か
ら

の
呼
び
か
け
に
も
応
答
せ
ず
、
寝
た
ふ
り
を
続
け
て
い
る
と
、
僧
た
ち
が
か
い
も

ち
ひ
を
食
べ
る
音
が
し
た
の
で
、
我
慢
で
き
ず
飛
び
起
き
る
。
こ
れ
を
見
た
僧
た

ち
は
「
笑
ふ
事
、
か
ぎ
り
な
し
」
と
し
て
話
は
結
ば
れ
る
。

こ
の
章
段
は
教
科
書
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
竹
村

氏
は
第
十
二
段
に
つ
い
て
、
「
国
語
総
合
」
教
科
書
に
見
ら
れ
る
学
習
の
て
び
き

を
ま
と
め
、
「
一
話
を
狂
言
的
な
笑
話
と
見
な
し
、
児
と
僧
た
ち
と
の
心
理
劇
を

再
構
成
す
る
学
習
へ
の
展
開
を
構
想
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
て
い
る
。

*61

ま
た
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う
に
、
例
え
ば
、
第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
新

訂
国
語
総
合
古
典
編
』
の
指
導
書
で
は
、
第
十
二
段
に
つ
い
て
の
「
作
品
鑑
賞
」

の
項
目
に
「
寺
の
児
の
、
少
年
ら
し
い
気
遣
い
が
裏
目
に
出
た
笑
い
話
で
あ
る
」
、

「
大
ら
か
な
人
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
素
直
に
語
ろ
う
と
し
て
い
る
」

と
の
記
述
が
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見
ら
れ
る
。

で
は
、
第
十
二
段
を
分
析
し
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ

ろ
う
か
。
第
十
二
段
は
同
話
・
類
話
関
係
に
見
ら
れ
る
説
話
が
見
ら
れ
ず
、
『
宇

治
拾
遺
』
独
自
の
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
か
ら
見
ら

れ
る
差
異
に
注
目
す
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
第
十
二
段
を
じ
っ
く

り
と
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
読
ん
で
い
る
と
あ
る
点
に
違
和
感
を
抱

く
。
そ
れ
は
、
こ
れ
も
竹
村
氏
が
引
用
し
て
い
る
よ
う
に

、
新
編
日
本
古
典
文
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学
全
集
「
鑑
賞
の
手
引
」
に
あ
る
「
仕
え
て
い
る
年
少
者
に
対
し
て
の
丁
重
す
ぎ

る
僧
た
ち
の
言
葉
遣
い
と
対
応
ぶ
り
の
理
由
は
な
に
か
」

と
い
う
点
で
あ
る
。
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「
鑑
賞
の
手
引
」
が
言
及
す
る
の
は
、
「
物
申
し
さ
ぶ
ら
は
む
」
、
「
お
ど
ろ
か
せ

給
へ
」
、
「
幼
き
人
は
寝
入
給
に
け
り
」
と
い
っ
た
、
僧
の
児
に
対
す
る
徹
底
し

た
待
遇
表
現
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
違
和
感
を
表
明
す
る
「
鑑
賞
の
手
引
」
に

は
、
先
の
言
に
続
け
て
「
稚
児
愛
的
な
状
況
を
想
定
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
ら
れ
る
。
「
稚
児
愛
的
な
状
況
」
、
こ
れ
は
諸
テ
キ
ス
ト
に
見
ら
れ
、
例

え
ば
『
古
今
著
聞
集
』
第
三
百
二
十
三
段
に
は
、
「
み
め
よ
く
心
ざ
ま
ゆ
ふ
」
で

あ
る
「
千
手
」
と
い
う
御
寵
童
が
お
り
、
そ
れ
が
謡
っ
た
今
様
に
心
を
動
か
さ
れ

た
覚
性
法
親
王
が
「
た
へ
か
ね
さ
せ
給
て
、
千
手
を
い
だ
か
せ
給
て
御
寝
所
に
入

御
あ
り
け
り
」
と
、
顕
然
と
稚
児
愛
の
様
子
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
僧

と
児
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
性
と
し
て
響
く
の
で
あ
る
。

加
え
て
第
十
二
段
と
そ
の
前
後
の
説
話
排
列
に
注
目
し
て
み
る
と
、
第
十
一
段

か
ら
第
十
五
段
ま
で
性
的
な
こ
と
に
関
係
す
る
説
話
が
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
。
性
的
な
文
脈
に
置
か
れ
た
第
十
二
段
は
そ
れ
と
な
く
僧
の
稚
児
愛
的
な

側
面
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
簡
単
に
で
は
あ
る
が
第
十
二
段
を
見
て
き
た
。
第
一
段
と
同
様
の
観
点

で
以
て
分
析
を
し
て
み
る
と
、
第
十
二
段
に
は
僧
の
稚
児
愛
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
重

ね
ら
れ
る
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
時
仏
教
の
メ
ッ
カ

で
あ
っ
た
比
叡
山
延
暦
寺
、
そ
し
て
そ
こ
で
修
行
す
る
僧
の
権
威
、
聖
性
と
い
っ

た
も
の
に
い
か
が
わ
し
さ
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
で
は
、
第
十
二
段
で
は

こ
れ
ら
が
糾
弾
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
そ
こ
ま
で
は
言
え
な
い
。
と
い
う
の

も
、
前
に
見
た
よ
う
に
、
表
向
き
は
「
寺
院
の
日
常
的
情
景
の
中
に
可
憐
な
児
を

ほ
ほ
え
ま
し
く
映
す
」

章
段
と
し
て
見
え
る
よ
う
に
、
表
立
っ
た
批
判
は
見
え
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な
い
の
で
あ
る
。
僧
と
児
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
性
、
僧
の
児
に
対
す

る
徹
底
し
た
待
遇
表
現
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
仕
掛
け
た
説
話
排
列
に
気
づ
く
読
み

手
の
み
が
、
そ
の
幽
か
な
批
評
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
、
「
読
者
の
才
に
応
じ
て
多
彩
な
風
貌
を
覗
か
せ
る
『
宇
治
拾
遺
』
」
な

の
で
あ
る
。
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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
研
究
と
古
典
学
習

先
行
研
究
に
学
び
な
が
ら
、
第
一
段
と
第
十
二
段
を
具
体
的
に
分
析
し
て
き
た
。

こ
こ
で
改
め
て
言
い
立
て
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
テ
キ
ス

ト
分
析
で
あ
っ
て
、
教
材
分
析
・
教
材
研
究
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
「
作
品

と
教
材
は
違
う
。
教
材
と
は
、
授
業
に
お
い
て
、
あ
る
目
標
を
目
指
す
た
め
に
使

わ
れ
る
「
道
具
」
で
あ
」

り
、
「

“
な
に
を
”
“
い
か
に
”
授
業
に
生
か
し
て
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い
く
か
と
い
う
事
前
の
作
業
が
教
材
研
究
で
あ
る
」

か
ら
だ
。
こ
こ
で
逢
着
し
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て
し
ま
う
の
が
、
竹
村
氏
の
言
う
「
「
教
材
（
文
学
）
で
教
え
る
」
／
「
教
材
（
文

、

学
）
を
教
え
る
」
問
題
」（
傍
点
マ
マ
）

で
あ
る
。「
で
」
側
に
つ
く
の
か
、「
を
」

、

、

、
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側
に
つ
く
の
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
二
つ
を
接
続
す
る
途
を
探
る
か
、
こ
の
よ
う

な
問
題
に
逢
着
し
な
い
よ
う
に
「
国
語
科
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
の
か
。
様
々
な

考
え
方
が
あ
る
が
、
稿
者
は
竹
村
氏
の
言
う
「
「
古
典
を
伝
え
る
こ
と
」
が
「
古

、

典
で
伝
え
る
こ
と
」
で
も
あ
る
地
平
」

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

、
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新
た
な
古
典
学
習
に
向
け
て
、
こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
以
下
に
三
点

の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

ま
ず
一
点
目
は
『
宇
治
拾
遺
』
観
の
更
新
に
つ
い
て
で
あ
る
。
高
等
学
校
用
国

語
科
教
科
書
の
中
の
『
宇
治
拾
遺
』
に
関
す
る
記
述
や
学
習
の
て
び
き
に
見
ら
れ

た
よ
う
に
、
教
科
書
の
中
の
『
宇
治
拾
遺
』
は
未
だ
に
「
人
々
の
生
活
を
う
か
が

う
」
資
料
で
、
「
庶
民
性
・
平
俗
性
」
を
特
徴
と
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
他

に
も
、
学
習
者
や
教
員
が
目
に
す
る
「
国
語
便
覧
」
に
も
『
宇
治
拾
遺
』
の
特
徴

と
し
て
、
「
世
俗
説
話
に
特
色
が
見
ら
れ
る
」

と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
し
、
教
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員
用
の
指
導
書
に
は
「
鎌
倉
期
と
い
う
変
革
と
激
動
の
時
代
に
、
人
間
の
実
態
を

日
常
的
な
感
覚
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
」

な
ど
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

*71

つ
ま
り
、
中
等
教
育
の
現
場
で
教
員
や
学
習
者
が
目
に
す
る
テ
キ
ス
ト
（
＝
教
材
）

に
は
、
旧
態
依
然
と
し
た
『
宇
治
拾
遺
』
観
し
か
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

教
材
研
究
を
行
う
教
員
は
こ
の
こ
と
を
十
分
に
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
『
宇
治
拾
遺
』
観
で
も
っ
て
教
材
研
究
に
あ
た
ろ
う
と
す
れ
ば
、
説

話
内
容
や
書
き
手
の
応
答
を
歪
曲
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
教
材
研

究
を
す
る
際
に
、
教
員
は
本
稿
で
見
た
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
『
宇
治
拾
遺
』

観
を
更
新
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二
点
目
は
、
教
材
分
析
の
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
『
宇
治
拾
遺
』
は
各
章
段
の
出
来
事
の
展
開
を
追
う
の
に
労
を
要
す
る
こ
と

は
な
い
。
が
、
『
宇
治
拾
遺
』
は
「
読
者
の
才
に
応
じ
て
多
彩
な
風
貌
を
覗
か
せ

る
」
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
我
々
が
『
宇
治
拾
遺
』
の
「
多
彩
な
風
貌
」

を
の
ぞ
き
見
る
た
め
に
は
、「
才
」（
＝
〈
知
〉
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
一
段
、
第
十
二
段
に
関
し
て
言
え
ば
、
待
遇
表
現
（
文
法
的
知
）
、「
生
生
世
世
」

や
「
喜
悦
」
な
ど
の
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
（
語
彙
的
知
）
、
比
叡
山
僧
に
関
す
る
モ
ノ

・
コ
ト
や
僧
と
児
の
関
係
（
歴
史
的
知
）
、
道
祖
神
（
民
俗
的
知
）
、
自
利
・
利
他
・

読
経
（
仏
教
的
知
）
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
読
み
手
は
、
道
命
と
道
祖
神
と
の
や

り
と
り
、
僧
と
児
と
の
や
り
と
り
以
外
の
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
鑑
み
れ
ば
、
『
宇
治
拾
遺
』
を
教
材
と
し
て
扱
う
際
に
、
教
員
は

単
語
の
意
味
や
文
法
事
項
は
勿
論
の
こ
と
、
登
場
人
物
の
こ
と
や
扱
わ
れ
て
い
る

出
来
事
に
関
す
る
歴
史
的
知
、
各
章
段
に
関
係
す
る
思
想
、
仏
教
的
知
、
民
俗
学

的
知
、
政
治
的
知
、
文
学
的
知
、
宗
教
学
的
知
、
な
ど
を
辞
典
類
、
事
典
類
、
先

行
研
究
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
調
べ
な
が
ら
、
「
四
」
で
挙
げ
た
観
点
で
以
て

分
析
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
山
藤
夏
郎
氏
の
言
を
借
り
て
言
え
ば
、
「
「
中

世
」
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
古
典
の
再
現
前
（
再
編
集
）
を
実
践
規
範
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
書
か
れ
た
も
の
は
、
（
明
示
的
に
註
釈
と
い
う
形
態
を
と
っ
て

エ

ク

リ

チ

ユ

ー

ル

い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
顕
在
的
－
潜
在
的
に
古
典
世
界
と
必
ず
連
結
」

リ

ン

ク

し
て
い
る
の
で
、「
古
典
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
古
典
世
界
を
読
む
と
い
う
こ
と
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
傍
点
マ
マ
）

に
な
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
宇
治
拾
遺
』
は
表
層
的
な
容
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易
さ
と
は
相
反
し
て
、
存
外
、
分
析
の
難
し
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
か
つ
、
一
義

的
に
内
容
を
総
括
し
に
く
い
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
れ
は
『
宇
治
拾
遺
』
の
み
に
要
請
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
他
の
説

話
集
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
し
、
説
話
集
テ
キ
ス
ト
以
外
で
あ
っ
て

も
、
前
述
し
た
よ
う
な
知
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
語
り
方
や
同
一
テ
キ
ス
ト
内
の

他
の
箇
所
と
の
関
連
な
ど
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
点
目
は
古
典
学
習
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
宇
治
拾
遺
』
に
は
様
々
な
表
現
の

仕
掛
け
が
あ
り
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
読
み
手
に
応
じ
て
「
多
彩
な
風
貌
」
を
見
せ

る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
活
用
し
て
、
学
習
者
が
読
み
の
観
点
を

獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば

第
十
二
段
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
前
後
を
含
め
た
説
話
排
列
は
性
的
な
話
題
が

並
べ
ら
れ
て
い
た
。
説
話
排
列
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
文
脈
に
お
い
て
第
十
二
段

を
読
め
ば
、
読
み
替
え
が
起
こ
り
、
「
大
ら
か
な
人
生
の
ユ
ー
モ
ア
」
を
語
っ
た

説
話
と
は
異
な
る
「
風
貌
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
僧

の
児
に
対
す
る
待
遇
表
現
や
第
一
段
に
お
け
る
道
祖
神
の
喜
悦
す
る
様
子
な
ど
、

登
場
人
物
の
言
動
に
注
目
す
る
こ
と
で
も
読
み
を
揺
ら
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
第
十
二
段
の
僧
と
児
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
性
、
第
一
段
の
道
祖
神
や
道
命
に

対
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
性
を
持
ち
込
ん
で
も
読
み
を
揺
ら
が
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
着
目
す
る
点
を
示
し
な
が
ら
、
説
話
の
読
み
替
え
を
行
っ
て

い
く
こ
と
で
、
学
習
者
に
読
み
の
観
点
を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習

を
仕
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
そ
の
際
、
山
元
隆
春
氏
に
代
表
さ
れ
る
こ
れ

ま
で
の
文
学
教
育
の
成
果

や
、
読
み
の
観
点
を
提
示
し
た
文
学
研
究
の
成
果

を
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こ
れ
と
接
続
し
て
い
け
ば
、
古
文
テ
キ
ス
ト
を
特
殊
化
し
な
い
か
た
ち
で
学
習
の

提
案
を
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
い
う
読
み
替
え
と
は
、
読
む
視
点
が
変
わ
り
読
み
取
っ
た
内
容
が
変
わ

る
だ
け
で
は
な
く
、
読
み
の
次
元
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
語

や
文
法
に
注
意
し
て
説
話
内
容
を
読
み
取
る
段
階
か
ら
、
表
現
の
仕
組
み
を
読
み

取
り
、
ど
の
よ
う
な
問
題
領
域
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
言
説
を
参
照
し
た
り
、

そ
れ
ら
と
ど
の
よ
う
な
対
話
を
繰
り
広
げ
、
応
答
を
し
て
い
る
の
か
を
読
み
取
る

段
階
へ

。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
目
指
さ
れ
る
読
み
の
次
元
は
当
然
な
が

*75

ら
異
な
る
。
表
現
の
し
く
み
に
注
意
す
る
こ
と
で
、
読
み
の
次
元
を
学
習
者
に
意

識
化
さ
せ
る
た
め
の
学
習
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
教
員
の
側
で
い
え
ば
、
読
み
の
次
元
に
意
識
的
に
な
る
こ
と
で
、
他
の

テ
キ
ス
ト
と
比
較
さ
せ
る
際
に
、
比
較
の
観
点
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

る
。
或
る
問
題
領
域
に
対
す
る
応
答
の
あ
り
方
を
比
較
さ
せ
る
の
か
、
対
話
過
程

を
比
較
さ
せ
る
の
か
、
語
り
方
を
比
較
さ
せ
る
の
か
、
〈
知
〉
の
有
様
を
比
較
さ

せ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
学
習
者
自
身
に
ど
の
よ
う

に
対
話
に
参
入
さ
せ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
意
識
化
す
る
こ
と
が
で
き
、「
古

典
化
」
（
＝
カ
ノ
ン
化
）
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
と
は
異
な
る

理
由
で
古
文
テ
キ
ス
ト
を
学
習
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

更
に
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
み
な
ら
ず
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
視
野
に
入

れ
、
同
様
に
分
析
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
テ
キ
ス
ト
か
ら
無
常
観
を
読
み
取

る
」
と
い
っ
た
類
の
古
人
の
声
を
収
奪
す
る
の
で
は
な
い
、
古
人
と
の
〈
対
話
〉

を
繰
り
広
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う

。
*76

注

例
え
ば
、
東
京
書
籍
『
精
選
国
語
総
合
』
で
は
、
「
古
文
入
門
」
単
元
の
単

1元
目
標
と
し
て
、
「
説
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
、
古
文
の
世
界
に
親
し
む
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
「
時
代
を
超
え
て
通
じ
る
人
間
性
の
機
微
を
読
み

取
り
、
説
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
」（
第
一
学
習
社
『
標
準
古
典
Ｂ
』
）
、

「
困
難
に
対
処
す
る
知
恵
や
機
転
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
お
う
」（
大
修
館
書
店
『
新
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易
さ
と
は
相
反
し
て
、
存
外
、
分
析
の
難
し
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
か
つ
、
一
義

的
に
内
容
を
総
括
し
に
く
い
テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
れ
は
『
宇
治
拾
遺
』
の
み
に
要
請
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
他
の
説

話
集
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
し
、
説
話
集
テ
キ
ス
ト
以
外
で
あ
っ
て

も
、
前
述
し
た
よ
う
な
知
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
語
り
方
や
同
一
テ
キ
ス
ト
内
の

他
の
箇
所
と
の
関
連
な
ど
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
点
目
は
古
典
学
習
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
宇
治
拾
遺
』
に
は
様
々
な
表
現
の

仕
掛
け
が
あ
り
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
読
み
手
に
応
じ
て
「
多
彩
な
風
貌
」
を
見
せ

る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
活
用
し
て
、
学
習
者
が
読
み
の
観
点
を

獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば

第
十
二
段
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
前
後
を
含
め
た
説
話
排
列
は
性
的
な
話
題
が

並
べ
ら
れ
て
い
た
。
説
話
排
列
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
文
脈
に
お
い
て
第
十
二
段

を
読
め
ば
、
読
み
替
え
が
起
こ
り
、
「
大
ら
か
な
人
生
の
ユ
ー
モ
ア
」
を
語
っ
た

説
話
と
は
異
な
る
「
風
貌
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
僧

の
児
に
対
す
る
待
遇
表
現
や
第
一
段
に
お
け
る
道
祖
神
の
喜
悦
す
る
様
子
な
ど
、

登
場
人
物
の
言
動
に
注
目
す
る
こ
と
で
も
読
み
を
揺
ら
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
第
十
二
段
の
僧
と
児
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
性
、
第
一
段
の
道
祖
神
や
道
命
に

対
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
性
を
持
ち
込
ん
で
も
読
み
を
揺
ら
が
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
着
目
す
る
点
を
示
し
な
が
ら
、
説
話
の
読
み
替
え
を
行
っ
て

い
く
こ
と
で
、
学
習
者
に
読
み
の
観
点
を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習

を
仕
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
そ
の
際
、
山
元
隆
春
氏
に
代
表
さ
れ
る
こ
れ

ま
で
の
文
学
教
育
の
成
果

や
、
読
み
の
観
点
を
提
示
し
た
文
学
研
究
の
成
果

を

*73

*74

こ
れ
と
接
続
し
て
い
け
ば
、
古
文
テ
キ
ス
ト
を
特
殊
化
し
な
い
か
た
ち
で
学
習
の

提
案
を
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
い
う
読
み
替
え
と
は
、
読
む
視
点
が
変
わ
り
読
み
取
っ
た
内
容
が
変
わ

る
だ
け
で
は
な
く
、
読
み
の
次
元
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
単
語

や
文
法
に
注
意
し
て
説
話
内
容
を
読
み
取
る
段
階
か
ら
、
表
現
の
仕
組
み
を
読
み

取
り
、
ど
の
よ
う
な
問
題
領
域
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
言
説
を
参
照
し
た
り
、

そ
れ
ら
と
ど
の
よ
う
な
対
話
を
繰
り
広
げ
、
応
答
を
し
て
い
る
の
か
を
読
み
取
る

段
階
へ

。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
目
指
さ
れ
る
読
み
の
次
元
は
当
然
な
が

*75

ら
異
な
る
。
表
現
の
し
く
み
に
注
意
す
る
こ
と
で
、
読
み
の
次
元
を
学
習
者
に
意

識
化
さ
せ
る
た
め
の
学
習
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
教
員
の
側
で
い
え
ば
、
読
み
の
次
元
に
意
識
的
に
な
る
こ
と
で
、
他
の

テ
キ
ス
ト
と
比
較
さ
せ
る
際
に
、
比
較
の
観
点
を
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

る
。
或
る
問
題
領
域
に
対
す
る
応
答
の
あ
り
方
を
比
較
さ
せ
る
の
か
、
対
話
過
程

を
比
較
さ
せ
る
の
か
、
語
り
方
を
比
較
さ
せ
る
の
か
、
〈
知
〉
の
有
様
を
比
較
さ

せ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
学
習
者
自
身
に
ど
の
よ
う

に
対
話
に
参
入
さ
せ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
意
識
化
す
る
こ
と
が
で
き
、「
古

典
化
」
（
＝
カ
ノ
ン
化
）
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
と
は
異
な
る

理
由
で
古
文
テ
キ
ス
ト
を
学
習
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

更
に
、
『
宇
治
拾
遺
』
の
み
な
ら
ず
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
視
野
に
入

れ
、
同
様
に
分
析
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
テ
キ
ス
ト
か
ら
無
常
観
を
読
み
取

る
」
と
い
っ
た
類
の
古
人
の
声
を
収
奪
す
る
の
で
は
な
い
、
古
人
と
の
〈
対
話
〉

を
繰
り
広
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う

。
*76

注

例
え
ば
、
東
京
書
籍
『
精
選
国
語
総
合
』
で
は
、
「
古
文
入
門
」
単
元
の
単

1元
目
標
と
し
て
、
「
説
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
い
、
古
文
の
世
界
に
親
し
む
」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
も
「
時
代
を
超
え
て
通
じ
る
人
間
性
の
機
微
を
読
み

取
り
、
説
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
」（
第
一
学
習
社
『
標
準
古
典
Ｂ
』
）
、

「
困
難
に
対
処
す
る
知
恵
や
機
転
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
お
う
」（
大
修
館
書
店
『
新
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編
古
典
Ｂ
』
）
な
ど
の
言
が
見
ら
れ
る
。

竹
村
信
治
『
言
述
論
―for

説
話
集
論
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
、

2
頁
。

570

「
編
集
後
記
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
九
十
二
巻
十
一
号
、
二
〇
一
五
年

3十
一
月
）

竹
村
信
治
「
研
究
者
が
国
語
教
育
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
―
「
言
説
の
資
源
」

4を
め
ぐ
る
」
（
『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
）

近
年
の
説
話
研
究
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
何
を
説
話
集
テ
キ
ス
ト
と
認
定

5す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
『
説
話
の
講
座
第
四
巻

説
話

集
の
世
界
Ⅰ
―
古
代
―
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九
二
年
）
、
『
説
話
の
講
座
第
五
巻

説
話
集
の
世
界
Ⅱ
―
中
世
―
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
）
に
立
項
さ
れ
て
い
る

テ
キ
ス
ト
を
説
話
集
テ
キ
ス
ト
と
認
定
し
た
。

『
沙
石
集
』
や
『
発
心
集
』
な
ど
も
所
謂
仏
教
説
話
集
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

6か
ら
選
ば
れ
る
章
段
は
難
解
な
仏
教
教
理
を
排
し
た
所
謂
世
俗
的
な
章
段
が
選
ば

れ
て
い
る
。

『
新
国
語
総
合
ガ
イ
ド

二
訂
版
』
（
京
都
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
、

頁
。

7

81

後
述
の
よ
う
に
「
中
世
」
に
簇
生
し
た
説
話
集
テ
キ
ス
ト
に
〈
民
衆
〉
を
見
出
す

か
つ
て
の
説
話
研
究
の
名
残
が
教
材
に
揺
曳
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
「
黄
金
期
」

と
い
う
語
が
示
し
て
い
る
。

西
尾
光
一
『
中
世
説
話
文
学
論
』
（
塙
書
房
、
一
九
六
三
年
）
、

頁
。

8

88

第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
改
訂
版
新
訂
国
語
総
合
古
典
編
』

9

三
省
堂
『
精
選
国
語
総
合
』

10

教
材
採
録
状
況
を
調
べ
る
に
あ
た
り
、
『
高
等
学
校
用
教
科
書
目
録
（
平
成

11
年
度
使
用
）
』
（
文
部
科
学
省
、
二
〇
一
六
年
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書

29を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
章
段
名
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
に
付
さ
れ
て
い
る
教
材

名
を
参
照
し
た
。
ま
た
、『
高
等
学
校
用
教
科
書
目
録
（
平
成

年
度
使
用
）
』（
文

28

部
科
学
省
、
二
〇
一
五
年
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
教
科
書
を
対
象
と
し
て
、
『
宇

治
拾
遺
』
を
出
典
と
す
る
説
話
教
材
を
総
覧
し
た
も
の
と
し
て
、
竹
村
信
治
「
教

材
発
掘

N
o.6

宇
治
拾
遺
物
語
―
序
文
を
読
む
―
」
（
『
国
語
教
育
研
究
』
第
五

十
七
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
が
あ
る
。
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
「
国
語
総
合
」

教
科
書
に
お
い
て
は
、
「
信
濃
国
聖
事
」
（
第
百
一
段
）
、
「
博
打
子
聟
入
事
」
（
第
百

十
三
段
）
が
姿
を
消
し
て
い
る
。

旧
版
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
林
智
昭
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
七
三
年
）

12の
第
十
七
段
に
お
け
る
「
鑑
賞
と
批
評
」

前
掲
注

、
第
百
六
十
五
段
の
「
鑑
賞
と
批
評
」

13

12

前
掲
注

、
竹
村
氏
論
文
を
参
考
に
し
た
。

14

11

拙
稿
「
教
室
で
創
ら
れ
る
〈
古
典
〉
―
国
語
教
育
誌
の
中
の
〈
古
典
〉
―
」

15（
『
論
叢
国
語
教
育
学
』
第
九
号
、
二
〇
一
三
年
七
月
）
で
も
こ
れ
に
関
し
て
言

及
し
て
い
る
。
ま
た
、
説
話
集
テ
キ
ス
ト
に
〈
民
衆
〉
を
見
出
す
と
い
う
見
方
に

つ
い
て
は
別
に
検
討
し
た
い
。

例
え
ば
、
前
掲
注

西
尾
氏
著
書
、
益
田
勝
実
「
中
世
的
諷
刺
家
の
お
も
か

16

8

げ
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
作
者
―
」
（
『
文
学
』
第
三
十
四
巻
十
二
号
、
一
九

六
六
年
十
二
月
）
、
三
木
紀
人
「
背
後
の
貴
種
た
ち
―
宇
治
拾
遺
物
語
第
一
〇
話

と
そ
の
前
後
―
」
（
『
成
蹊
国
文
』
第
七
号
、
一
九
七
四
年
二
月
）
。

竹
村
信
治
「
宇
治
拾
遺
物
語
論
―
表
現
性
と
そ
の
位
相
―
」
（
『
文
芸
と
思

17想
』
第
五
十
五
号
、
一
九
九
一
年
二
月
）
、

頁
。

2

こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
小
峯
和
明
「
説
話
研
究
の
現
在
」
（
『
説

18話
文
学
研
究
』
第
二
十
九
号
、
一
九
九
四
年
六
月
）
や
竹
村
信
治
「
説
話
文
学
」

（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
十
三
巻
三
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）
、
前
田
雅
之
「
説

話
研
究
の
現
在
」
（
『
国
文
学
』
第
四
十
六
巻
十
号
、
二
〇
〇
一
年
八
月
）
に
詳

し
い
。例

え
ば
、
森
氏
の
著
書
の
中
の
「
作
品
の
生
成
」
（
『
今
昔
物
語
集
の
生
成
』

19

和
泉
書
院
、
一
九
八
六
年
）
に
は
次
の
よ
う
な
発
言
が
見
え
る
。

こ
う
し
て
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
今
昔
物
語
集
の
組
織
的
一
貫
性
で
は
な
く
、

言
語
の
主
体
の
作
家
的
同
一
性
で
す
ら
な
く
、
言
語
表
現
の
成
立
す
る
根
拠
、

ま
た
作
品
の
生
成
し
て
い
く
し
く
み
で
あ
る
。(

中
略
：
稿
者)

説
話
集
と
い

う
作
品
を
、
生
成
す
る
言
語
の
世
界
と
し
て
と
ら
え
、
か
つ
そ
の
生
成
の
根

拠
を
た
ず
ね
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
つ
と
き
、
改
め
て
編
纂
行
為
、
説
話
行

、
、

、

為
、
表
現
行
為
の
し
く
み
と
、
そ
れ
ら
の
関
係
が
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

、

、
、

(

マ

マ)

(
-

頁
。
傍
点
、
稿
者)

255
256

佐
藤
晃
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
配
列
に
お
け
る
表
現
方
法
」
（
『
日
本

20文
芸
論
叢
』
第
三
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）
、

頁
。

26

佐
藤
晃
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
和
歌
説
話
―
主
題
の
相
互
関
連
性
の
視
点

21か
ら
―
」
（
『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
二
号
、
一
九
八
三
年
三
月
）
、

頁
。

26

前
掲
注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

22

20

30

前
掲
注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

23

21

31

佐
藤
晃
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
言
語
遊
戯
と
表
現
」
（
『
日
本
文
芸

24論
叢
』
第
四
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
、

頁
。

34

前
掲
注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

25

24

37

佐
藤
晃
「
演
ず
る
主
体
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
機
構
―
」
（
『
文
芸

26研
究
』
第
百
十
九
号
、
一
九
八
八
年
九
月
）
、

-

頁
。

48
49

前
掲
注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

27

26

51

荒
木
浩
「
異
国
へ
渡
る
人
び
と
―
宇
治
拾
遺
物
語
論
序
説
―
」
（
『
国
語
国

28文
』
第
五
十
五
巻
一
号
、
一
九
八
六
年
一
月
）
、

頁
。

8

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
、

頁
。

29

28

9

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
、

頁
。

30

28

15

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
、

頁
。

31

28

17

荒
木
浩
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
時
間
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三
十
三
号
、
一
九

32

八
八
年
六
月
）
、

頁
。

76

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
、

頁
。

33

32

77

荒
木
浩
「
ひ
ら
か
れ
る<

と
き>

の
物
語
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
中
へ
」（
『
国

34文
学
』
第
四
十
巻
十
二
号
、
一
九
九
五
年
十
月
）
、

頁
。

87

森
正
人
「
編
纂
・
説
話
・
表
現
―
今
昔
物
語
集
の
言
語
行
為
序
説
―
」
（
『
説

35話
文
学
研
究
』
第
十
九
号
、
一
九
八
四
年
六
月
）
。
な
お
、
佐
藤
氏
も
自
ら
の
論

文
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
機
構
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三
十
二
号
、
一
九
八

七
年
五
月
）
で
注
に
前
掲
の
森
氏
の
論
文
を
引
い
て
お
り
、
森
氏
の
手
法
に
学
ん

だ
と
お
ぼ
し
い
。

以
上
、
森
正
人
「
場
の
物
語
と
し
て
の
宇
治
拾
遺
物
語
」
（
『
日
本
文
学
』

36第
三
十
六
巻
二
号
、
一
九
八
七
年
二
月
）
。

以
上
、
①
森
正
人
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
本
文
と
読
書
行
為
」
（
有
精
堂
編
集

37部
編
『
日
本
の
文
学

第
五
集
』
、
有
精
堂
、
一
九
八
九
年
五
月
）
、
②
同
「
宇

治
拾
遺
物
語
の
言
語
遊
戯
」（
『
文
学
』
第
五
十
七
巻
八
号
、
一
九
八
九
年
八
月
）
。

前
掲
注

森
氏
論
文
、

頁
。

38

36

57

前
掲
注

森
氏
①
論
文
、

頁
。

39

37

115

小
峯
和
明
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
表
現
時
空
―
ひ
し
め
く
も
の
―
」
（
『
国
文

40学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
十
五
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）

小
峯
和
明
「
宇
治
拾
遺
物
語
と<

猿
楽>

」
（
水
原
一
編
『
伝
承
の
古
層
―
歴

41史
・
軍
記
・
神
話
―
』
桜
楓
社
、
一
九
九
一
年
五
月
）

小
峯
和
明
「
宇
治
拾
遺
物
語
論
―
〈
も
ど
き
〉
の
文
芸
―
」
（
『
国
文
学
研

42究
資
料
館
紀
要
』
第
十
六
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）

小
峯
和
明
『
宇
治
拾
遺
物
語
の
表
現
時
空
』
（
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）
。

43

前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

44

17

7

以
上
、
前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

45

17

7

以
上
、
前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

46

17

14
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和
泉
書
院
、
一
九
八
六
年
）
に
は
次
の
よ
う
な
発
言
が
見
え
る
。

こ
う
し
て
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
今
昔
物
語
集
の
組
織
的
一
貫
性
で
は
な
く
、

言
語
の
主
体
の
作
家
的
同
一
性
で
す
ら
な
く
、
言
語
表
現
の
成
立
す
る
根
拠
、

ま
た
作
品
の
生
成
し
て
い
く
し
く
み
で
あ
る
。(

中
略
：
稿
者)

説
話
集
と
い

う
作
品
を
、
生
成
す
る
言
語
の
世
界
と
し
て
と
ら
え
、
か
つ
そ
の
生
成
の
根

拠
を
た
ず
ね
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
つ
と
き
、
改
め
て
編
纂
行
為
、
説
話
行

、
、

、

為
、
表
現
行
為
の
し
く
み
と
、
そ
れ
ら
の
関
係
が
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

、

、
、

(

マ

マ)

(
-

頁
。
傍
点
、
稿
者)

255
256

佐
藤
晃
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
配
列
に
お
け
る
表
現
方
法
」
（
『
日
本

20文
芸
論
叢
』
第
三
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）
、

頁
。

26

佐
藤
晃
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
和
歌
説
話
―
主
題
の
相
互
関
連
性
の
視
点

21か
ら
―
」
（
『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
二
号
、
一
九
八
三
年
三
月
）
、

頁
。

26

前
掲
注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

22

20

30

前
掲
注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

23

21

31

佐
藤
晃
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
言
語
遊
戯
と
表
現
」
（
『
日
本
文
芸

24論
叢
』
第
四
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）
、

頁
。

34

前
掲
注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

25

24

37

佐
藤
晃
「
演
ず
る
主
体
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
機
構
―
」
（
『
文
芸

26研
究
』
第
百
十
九
号
、
一
九
八
八
年
九
月
）
、

-

頁
。

48
49

前
掲
注

佐
藤
氏
論
文
、

頁
。

27

26

51

荒
木
浩
「
異
国
へ
渡
る
人
び
と
―
宇
治
拾
遺
物
語
論
序
説
―
」
（
『
国
語
国

28文
』
第
五
十
五
巻
一
号
、
一
九
八
六
年
一
月
）
、

頁
。

8

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
、

頁
。

29

28

9

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
、

頁
。

30

28

15

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
、

頁
。

31

28

17

荒
木
浩
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
時
間
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三
十
三
号
、
一
九

32

八
八
年
六
月
）
、

頁
。

76

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
、

頁
。

33

32

77

荒
木
浩
「
ひ
ら
か
れ
る<

と
き>

の
物
語
―
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
中
へ
」（
『
国

34文
学
』
第
四
十
巻
十
二
号
、
一
九
九
五
年
十
月
）
、

頁
。

87

森
正
人
「
編
纂
・
説
話
・
表
現
―
今
昔
物
語
集
の
言
語
行
為
序
説
―
」
（
『
説

35話
文
学
研
究
』
第
十
九
号
、
一
九
八
四
年
六
月
）
。
な
お
、
佐
藤
氏
も
自
ら
の
論

文
「
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
表
現
機
構
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三
十
二
号
、
一
九
八

七
年
五
月
）
で
注
に
前
掲
の
森
氏
の
論
文
を
引
い
て
お
り
、
森
氏
の
手
法
に
学
ん

だ
と
お
ぼ
し
い
。

以
上
、
森
正
人
「
場
の
物
語
と
し
て
の
宇
治
拾
遺
物
語
」
（
『
日
本
文
学
』

36第
三
十
六
巻
二
号
、
一
九
八
七
年
二
月
）
。

以
上
、
①
森
正
人
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
本
文
と
読
書
行
為
」
（
有
精
堂
編
集

37部
編
『
日
本
の
文
学

第
五
集
』
、
有
精
堂
、
一
九
八
九
年
五
月
）
、
②
同
「
宇

治
拾
遺
物
語
の
言
語
遊
戯
」（
『
文
学
』
第
五
十
七
巻
八
号
、
一
九
八
九
年
八
月
）
。

前
掲
注

森
氏
論
文
、

頁
。

38

36

57

前
掲
注

森
氏
①
論
文
、

頁
。

39

37

115

小
峯
和
明
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
表
現
時
空
―
ひ
し
め
く
も
の
―
」
（
『
国
文

40学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
十
五
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）

小
峯
和
明
「
宇
治
拾
遺
物
語
と<

猿
楽>

」
（
水
原
一
編
『
伝
承
の
古
層
―
歴

41史
・
軍
記
・
神
話
―
』
桜
楓
社
、
一
九
九
一
年
五
月
）

小
峯
和
明
「
宇
治
拾
遺
物
語
論
―
〈
も
ど
き
〉
の
文
芸
―
」
（
『
国
文
学
研

42究
資
料
館
紀
要
』
第
十
六
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）

小
峯
和
明
『
宇
治
拾
遺
物
語
の
表
現
時
空
』
（
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）
。

43

前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

44

17

7

以
上
、
前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

45

17

7

以
上
、
前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

46

17

14
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前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

47

17

25

荒
木
浩
「
書
評

竹
村
信
治
著
『
言
述
論
―

for

説
話
集
論
』
」
（
『
説
話
文

48学
研
究
』
第
四
十
号
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）
、

頁
。

162

前
掲
注

竹
村
氏
著
書
、

頁
。

49

2

6

例
え
ば
、
荒
木
氏
は
前
掲
注

の
書
評
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

50

48

バ
フ
チ
ン
で
『
宇
治
拾
遺
』
を
再
読
す
る
小
峯
和
明
氏
の
方
法
へ
の
、
私
の

感
触
と
し
て
か
つ
て
記
し
た
よ
う
に
（
前
掲
書
評
）
（
稿
者
注
：
荒
木
浩
「
書

評

小
峯
和
明
著
『
宇
治
拾
遺
物
語
の
表
現
時
空
』
」
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
八

十
六
号
、
二
〇
〇
一
年
七
月
）
、
バ
フ
チ
ン
の
カ
ー
ニ
バ
ル
的
開
か
れ
た
空
間

と
多
声
（
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
）
に
対
し
、
個
と
し
て
の
黙
読
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

し
ま
う
私
の
バ
ル
ト
的
『
宇
治
拾
遺
』（

頁
）

163

前
掲
注

竹
村
氏
著
書
、

頁
。
ま
た
、
〈
他
者
の
こ
と
ば
〉
、
「
他
者
の
言

51

2

75

葉
」
。
“
こ
と
ば
の
ジ
ャ
ン
ル
”
に
つ
い
て
は
バ
フ
チ
ン
を
援
用
し
な
が
ら
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

〈
他
者
の
こ
と
ば
〉
：
説
話
は
出
来
事
や
事
柄
と
そ
の
意
味
付
け
を
他
者
の
発
話

に
由
来
す
る
も
の
と
し
て
示
し
て
い
る
の
で
、
以
下
、
物
語
内
容
＝
話
題
を
こ
う

呼
ぶ
（

頁
）

50

「
他
者
の
言
葉
」
：
〈
他
者
の
こ
と
ば
〉
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
“
こ
と
ば
の

ジ
ャ
ン
ル
”
と
し
て
の
そ
れ
（

頁
）

66

前
掲
注

竹
村
氏
著
書
、

頁
。
ま
た
、
〈
語
る
主
体
〉
に
つ
い
て
次
の
よ

52

2

75

う
に
述
べ
る
。

“
演
ず
る
主
体
”
を
い
ま
仮
に
、
〈
他
者
の
こ
と
ば
〉
を
語
る
そ
の
行
為
性

に
そ
く
し
て
〈
語
る
主
体
〉
と
名
づ
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
言
語
行
為
の
実
際

は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
言
述
に
つ
い
て
の
議
論
に
〈
発
話
主
体
〉
と
〈
語

る
主
体
〉
と
の
区
別
の
必
要
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
（

頁
）

58

前
掲
注

竹
村
氏
著
書
、

頁
。

53

2

76

三
谷
栄
一
「
説
話
文
学
の
冒
頭
第
一
話
と
農
耕
儀
礼
―
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ

54ミ
の
ミ
ト
ノ
マ
グ
ハ
ヒ
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
第
八
十
四
巻
五
号
、

一
九
八
三
年
五
月
）
、

-

頁
。

17
18

前
掲
注

森
氏
①
論
文
、

頁
。

55

37

107

前
掲
注

森
氏
①
論
文
、

頁
。

56

37

108

前
掲
注

森
氏
①
論
文
、

頁
。

57

37

108

前
掲
注

荒
木
氏
論
文
。

58

32

新
大
系
、
第
三
十
五
段
脚
注
。

59

『
岩
波
仏
教
辞
典
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
「
自
利
利
他
」
項
を
参

60照
。

前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

61

11

129

第
一
学
習
社
『
高
等
学
校
新
訂
国
語
総
合
古
典
編

教
師
用
指
導
書

第
一

62分
冊
』
、

頁
。

19
前
掲
注

竹
村
氏
論
文
。

63

11

小
林
保
治
・
増
古
和
子
訳
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

宇
治
拾
遺
物

64

50

語
』
（
小
学
館
、
一
九
九
六
年
）
、

頁
。

46

三
木
紀
人
他
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

宇
治
拾
遺
物
語
・
古
本
説

65

42

話
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
、

頁
。

25

難
波
博
孝
「5.1.

『
白
い
ぼ
う
し
』
論
―
死
者
の
世
界
の
出
来
事
―
」
（
『
母

66語
教
育
と
い
う
思
想
―
国
語
科
解
体
／
再
構
築
に
向
け
て
―
』
世
界
思
想
社
、
二

〇
〇
八
年
）
、

頁
。

200

「120

教
材
研
究
（
田
中
俊
弥
氏
執
筆
）
」
（
大
槻
和
夫
編
『
国
語
科
重
要

67用
語

の
基
礎
知
識
』
明
治
図
書
、
二
〇
〇
一
年
）
、

頁
。

300

132

前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

68

5

5

前
掲
注

竹
村
氏
論
文
、

頁
。

69

5

7

前
掲
注

、

頁
。

70

7

173

前
掲
注

と
同
。

71

62

山
藤
夏
郎
「
２

リ
テ
ラ
シ
ー
選
良
と
し
て
の
禅
僧
」
（
『
〈
他
者
〉
と
し
て

72の
古
典
―
中
世
禅
林
詩
学
論
攷
―
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
、

頁
。

25

例
え
ば
山
元
隆
春
、
『
文
学
教
育
基
礎
論
の
構
築
―
読
者
反
応
を
核
と
し
た

73リ
テ
ラ
シ
ー
実
践
に
向
け
て
』
（
渓
水
社
、
二
〇
〇
五
年
）
や
同
『
読
者
反
応
を

核
と
し
た
「
読
解
力
」
育
成
の
足
場
づ
く
り
』
（
渓
水
社
、
二
〇
一
四
年
）
。

例
え
ば
、
石
原
千
秋
他
編
『
読
む
た
め
の
理
論
―
文
学
・
思
想
・
批
評
』（
世

74織
書
房
、
一
九
九
一
年
）
や
土
方
洋
一
『
物
語
の
レ
ッ
ス
ン
―
読
む
た
め
の
準
備

体
操
』
（
青
簡
社
、
二
〇
一
〇
年
）
。

こ
の
あ
た
り
、
竹
村
信
治
「
読
み
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
―
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評

75価
の
観
点
―
」
（
『
中
等
教
育
研
究
紀
要
』
第
六
十
二
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

を
参
考
に
し
て
い
る
。

近
現
代
と
は
こ
と
な
る
〈
知
〉
の
有
様
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
と
し

76て
、
前
掲
注

山
藤
氏
著
書
や
前
田
雅
之
氏
の
一
連
の
論
考
が
あ
る
。
こ
れ
ら
な

72

ど
も
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
従
来
の
一
面
的
な
思
想
の
読
み
取
り
と
は
異
な
る
、
古

人
と
の
〈
対
話
〉
を
仕
組
む
古
典
学
習
が
提
案
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

※
本
文
依
拠
文
献
は
以
下
の
通
り
。
但
し
、
一
部
表
記
を
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。
章
段
数
も
こ
れ
に
よ
る
。

新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
…
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
…
『
古
今
著
聞
集
』

日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
…
『
今
昔
物
語
集
』

日
本
思
想
体
系
（
岩
波
書
店
）
…
『
法
華
験
記
』

『
新
注

古
事
談
』
（
笠
間
書
院
）
…
『
古
事
談
』

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
二
年
）
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